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矢野原遺跡



第Ⅳ章　矢野原遺跡の調査

第1節　遺跡の環境（第1図）

矢野原遺跡は、宮崎県東臼杵郡北方町大字辰字矢野原にある。遺跡は、標高約122mの阿蘇溶結凝灰岩の

台地上に位置し、低地との比高差は約90m。台地上は黒ボク土壌を呈し、現在栗や柿などの果樹園が営まれ

ている。

五ヶ瀬川の中流域にあたる北方町でこれまで見っかった遺跡の多くは表採資料によるもので、それらは台

地上に形成されている。最近の北方町教育委員会の調査では、台地の緩斜面以外に、かなりの傾斜地にも弥

生から古墳時代の竪穴住居祉が作られ、そのはかヤセ尾根部にも多くの縄文時代早期の遺跡が確認され、山

間部の遺跡の立地の再考を促している。その中で先土器時代の遺跡は少なく、五ヶ瀬川の南岸、標高約120

mの台地に立地する岩土原遺跡では、縄文早期層の下から船野型細石器と隆帯文の上に爪形文が施された土

器片が出土している。また、最近の調査では、笠下遺跡のI区からナイフ形石器や石核が出土しているが量

的には少ない。農道改良事業に伴い平成5年度に北方町教育委員会により調査された矢野原第2遺跡は、本

遺跡の北西側にあたり、AT上位の層からナイフ形石器やスクレイパーなど約2，000点が検出されている。

矢野原遺跡の下流、標高約45mに位置する延岡市畑山遺跡では、AT直下からナイフ形石器や剥片やチップ

類が約100点が出土した。

第2節　調査の方法と経過（第2図）

調査は、平成4年2月14日から平成4年3月28日、平成4年4月13日から平成4年8月3日までの予定で

開始した。平成3年度は山田が、平成4年度からは谷口が加わり調査を担当した。

調査に先立ち、道路方向にあわせ5mグリッドを設定し、北西隅からアルファベットと整数で表示した。

また、畑の境に植えられた杉がかなりの大木で抜根すると下部およびその周辺の遺構・遺物を痛める可能性

があるためその部分については調査区に含めなかった。

調査地は事前の聞き取り調査で、周辺の畑で箱式石棺が耕作中に見っかっていることや試掘調査によって

アカホヤ層下で焼礫が検出され、少なくとも二つの文化層の存在が確認されていた。そこでまず表土を重機

で剥ぎ取り、第Ⅱ層である黒色土およびその下のアカホヤ層上面において遺構・遺物の検出に努めた。しか

し、黒色土からは1点の土器も出土せず、アカホヤ上面においても遺構が確認できなかったため、北西側A

～D区部分から順に南に向かって、縄文早期の遺構・遺物の調査を進めた。その途中、撹乱層ではあるが旧

石器時代の遺物も確認され、調査区全体で相当量の遺物が推定された。そのため、平成4年度にコンピュー

ター・システムを導入し調査の迅速化を図った。コンピューター・システムは、現場で遺物の種別、層位、

グリッド、座標を記録し、埋蔵文化財センターにある本体にデークーを移す作業を行う。センターでは、種

別や層位によって遺物分布図等を作成する。

縄文早期の包含層は第Ⅳ層を掘り下げ第Ⅴ層上面で旧地形を測量した。先土器時代の調査は、各グリッド

にあわせ幅1～2mのトレンチを入れ層位を確認しながら、出土状況に応じて拡張していく方法をとった。

また、AT以下の層位の確認のため深くトレンチを数箇所に入れたところG－2区東壁で第Ⅷ層下層から砂

岩製の石核が出土し、AT下位の文化層が確認された。このためあわせて調査中であったAT上位の石器群

についても相当量出土していることかノら、延岡土木事務所に対して調査延長を協議し、結果、平成5年9月
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第1図　周辺地形図（1：5′000）
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第2図　地形図

3日まで調査を継続した。

調査中、延岡学園中学校生徒や北方町内小学校生徒による体験発掘も行った。

第3節　遺跡の層位と包含層（第3図）

本遺跡では、二枚の火山灰層とおおよそ三つの遺物包含層が確認された。以下、各層の状態については次

のとおりである。

第I層　表土（耕作土）20～60cm。

第Ⅱ層　黒色土

黒ボク土で、本遺跡では無遺物層。大部分は耕作によって削平されているが、南斜面に堆積が見られる。

遺跡の北側に位置する矢野原第2遺跡では箱式石棺が検出され、周辺の畑では、弥生土器も表採できること

から、本来は弥生～古墳時代の遺物包含層と考えられる。約30cm。

第Ⅲ層　黄褐色土層

一次堆積のアカホヤ火山灰層。調査区の北西側ではすでに消失しており、最も良好に残存しているのはQ

区から南であった。厚さ約20cm。

第Ⅳ層　黒色土層

黒ニガ土で縄文早期の遺物包含層。きめ細かだが固くしまる。厚さ5～20cm。遺物は上位から下層まで出

土し、土器・石器に混じり焼礫もみられる。遺物は同じ箇所で数回にわたり取り上げを行った。集石遺構の

認定は焼礫の集まりから第Ⅳ層下位でできるが、掘り込みは確定できない。尾根部周辺では2層（Ⅳ層黒褐
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色土）とに分類できる。

第Ⅴ層　褐色土層

．　　　　　　　粘性をもっがやや軟質。厚さ約10～20cm。粘質および色調の違いによっ
l

i弥生～古墳時代て2層に分かれる。Va層、Vb層で、後者は褐色土を呈すが、前者のほ

縄文時代早期

第3図　土層図

うが粘質が強い。Va層上層で遺物が少量出土しているはか焼礫もみられ、

集石遺構の掘り込みもこの層まで達しているものもある。土壌等の掘り込

みもVa層上面で確認された。

第Ⅵ層　淡黄褐色土層

旧石器時代の遺物包含層で礫群もみられる。土質および色調の違いから

a，bの二層に分けた。Ⅵa層は粘性を帯びる。上層から下層まで遺物は

出土する。Ⅵb層は暗褐色土でブロックで固くしまる。礫群の底面はⅥb

層上面あるいはそれより10cm程皮下にある。

第Ⅶ層　黄色火山灰層（AT）

かなり粒子が粗い。尾根部から南側斜面地には層としては存在せず、上

層のⅥb層下位やⅧ層上位に粒子が認められる。層として確認されるのは

A～0－2～6区である。

第Ⅷ層　暗褐色硬質土層

硬質で乾燥すると縦にクラックが入りやすく、木根等によりATが混入

している箇所もある。全体に灰褐色や黄褐色のブロックがみられ、厚さ尾

根部では30cm程度、傾斜地では約70cm。調査区南端では見られなくなる。大きくはATを含むⅧa層、やや

赤味をおびたⅧb層、灰褐色が強くなるⅧC層等に分かれるが、確認箇所によって若干の相違はみられる。

最下層から先土器時代の遺物を検出した。また、Ⅷb層とⅧC層問の埋土の年代測定を行った結果、24，290

±680（22，340B．C）という数値を得た。

第Ⅸ層　褐色粘質土層

先土器時代の遺物包含層。上層より遺物が出土。下位では遺物は検出されていない。

第4節　先土器時代の遺構と遺物

先土器時代では、第Ⅷ層下部および第Ⅸ層上面（第I文化層）と第Ⅵ層（第Ⅱ文化層）の二つの文化層が

確認された。なお、今回はこれらの文化層の概略を示し、詳細については後日なんらかの形で報告したい。

1　第I文化層

第I文化層の遺物は、第Ⅶ層（AT）の下にあたる第Ⅷ層の下面および第Ⅸ層上面でから出土している。

文化層は第Ⅶ層以下の土層の状況をみるためのトレンチで、第Ⅷ層下層より石器が出土し確認された。こ

のため第Ⅵ層の調査が終了した箇所から順次グリッドに合わせトレンチを設定し、遺物の検出に努めた。そ

の結果、遺物の広がりはC～F－2～5、D～F－8区の二箇所に遺物の分布が認められ、第Ⅵ層で礫や石

器が集中したI～L－5～9区では出土しなかった。そのはか、調査区南端の傾斜地では、明確な第Ⅷ層が

みられなかったため確定はできないが、水晶製の剥片等が数点出土していることから、南側縁辺部にも分布

域が想定できる。なお、礫群や石器の集中は確認されず遺跡の中心は調査区外にあると恩われる。

出土した遺物は、すべて石器関係のもので石核、剥片類、磨石があり、石材としては水晶232点、流紋岩

38点、砂岩13点、チャート93点である。水晶の剥片類は、石材の性質によるのかもしれないが、大きさが2
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第4図　調査区および遺物分布図
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～3皿のものが多い。石器も明確なものは検出されず、スクレイパーや2次加工と推定されるのものが数点

みられる程度である。（第4図）

2　第Ⅱ文化層

第Ⅱ文化層の遺物は、第Ⅵa層および第Ⅵb層から出土した石器類で、このうち第Ⅵb層はAT層直上に

あたるが、遺物および焼礫はAT層より10cm内外の間層を挟む。

礫群は、大きく4箇所に分かれ、礫の大部分は石器に採用されていない砂岩が主体で、火を受けて赤化し

ている。これらの礫群は明瞭な空白地を挟みながら形成され、一つはD～F－6～9区の標高約121mで最

も高いところに位置する礫群（第1礫群）である。そのはかJ・K－6・7区（第2礫群）、W・Ⅹ－6・

7区（第3礫群）、Y－10～11区（第4礫群）で、礫は5m～10mの範囲にありいずれ南斜面に位置してい

る。（第5図）また、礫群の中では集石遺構としてとらえられるのものが6基検出された。その形態は掘り

込みもたず15～30個の礫が1m内外の範囲に広がり、一部には重なりあって検出されるものもある。

出土した石器は、ナイフ形石器43点、剥片尖頭器19点、三稜尖頭器13点、両側辺に加工が施された尖頭器

2点、掻器16点、削器24点、錐1点、不定形石器49点、石核56点、剥片類約2，400点、磨石11点、敲石6点、

台石6点が出土している。石材は流紋岩が大半を占め、安山岩、チャート、砂岩は少数使用されるにすぎな

い。これはチャートを主体とした縄文時代早期とは対称的である。

石器類の分布は、大きくは尾根部よりやや下った南斜面部から西側にかけてのおおきな広がりと、調査区

南端部の二箇所に分かれ、両者間には約30mの空白部が存在する。これらはさらに五箇所程度に細分が可能

で、ほぼ礫群および焼礫の分布と一致している。石器の種別ではⅩ～Y－10～11区で三稜尖頭器や剥片尖頭

器、Ⅲ類ナイフ形石器がみられ、J～K－6～7区ではI・Ⅳ・Ⅵ類ナイフ形石器、石核、敲石、磨石が出

土し、箇所によって石器の組成に若干の相違がある。さらに接合資料をみても欠損品の接合例を含めると95

例あり、多くは同じグリッド内、あるいは周辺のグリッドとの資料であり、それぞれの箇所でのまとまりを

裏付けるものである。一部にはかなり離れたものとして（B－3、F－3・4、G－3）、（F－6、I－9）

などがあるが流れ込みと考えられる。レベル差でみると、10cm内で接合するものもあるが、第1礫群では約

30cm、第2礫群で約40cm、第3礫群で約10cm、第4礫群では約50cmとかなりの高低差ものが接合している。

これは第Ⅵa層および第Ⅵb層が傾斜地で安定していないこと示し、さらに複数の文化層に分層することは

困難であると推定される。しかし、第Ⅵa層中に明確な礫群が確認されていないこと、検出された礫群が同

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

°

・ ．－ ●

・・ヽ ●

h
訂 ／

△ f　’

°ヽ°
適 °

▼　　．t▲　°l■°

＼ ・

°　°lP　t 一dtL

l l

°
°°

°　　　l °　ヽ．．
°　°

°°e
°

′－．’
4

＿．lt●

° ．
t°°

°ヽ
h▲r・

了

°°▼‾　　　　′ °e °．▼

一．°
°　　　°°　　°

°　′　　　° l
4
°

L

／

．▼

！∴∵・

e°　．．
°　°
°°　　　　t　°
°　°　°

t　°
1　　　．　°言．l・hl：

一　ttt・I
▼　．　　t

＼

左 一　°　°． ． t ． ノ

°　 t

°　　 ′ 1．

°　 °

°　　 t　　 ．　 °

． t　　 ．

°　　 °
． ．°　 ・　 1

° ．．　 ° ． °

°　 °　　　 ．

ヽ °　 ° ′

ノ ー °　 ヽ′ ノ

° t ° °

． ・′＋ ’．

l ．　 °　 ．

． t ．　　 　ヽ °

▼　 4 l ．

l °

°　 t　 t
． ．

′°　　 t

°　　 1

° °　　　 一°

°　 ．　　 °

°　 ヽ

－． ． ． ． °

　ヽ　　 ′

l　 t　　　 °

t　 °　 t

°　 ． ． ． °

°　 °

1 °・：

′e t ・ l

・ 1 ． ．．

．　　 °　 °

ヽ °

▼　 ▼

▼ ° ， °　 ヽ ．
一　　 °　 °

． °　　 ′

l ．　　 一　　 一

． °　 ．　 °

°　　　 °　 °

し

A B C D E F G H t J K L M N O P Q R S T U V W X Y Z a b

第5図　遺物分布図（焼礫）

－78－



1

1 1

1 0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

な ●

●●
■l
■■

●

●l●

●

●●
え ．

● ■ ●
■　　 ●

●

●

ヽ

● ヽ

●

r
●

●

●

●

●
●

●

●● ●
●●●

●
●●●

4

■！ ●
●

●

● ●
●

t

：：ぎ

●
●

●
－ ●

●
●

●
●●

● ●

●

●

●
汚 iヽ

●
●

■■
●●●

； ●
●

●

●

l ・．・．

●●

●

． I

′ ‘

●
－ ●

●●　●
●

●
●

●

●
●i

●

●

●■

●
●

●
●

●
●：1

● ●

●●l

●

●

●
●－ ●

●　■■

●
●

●　　 ●

lコlコ

石 呑 ・ 剥 片 類

A　 B　 C　 D　 E　 F　 G　 H ． J K　 L　 M　 N　 O　 P　 Q　 R　 S　 T　 U　 V W X　 Y　 Z　 a　 b

1 2

1 1

1 0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

○

○

■

0

ム ▲

△
■

▲

●

ム

▲▲

■

●

●

△
■ ■

●
● ▲

●

0　　 0
0 ●

ナ イ フ

● I 窄

． Ⅱ 類

○ Ⅲ 琴

▲ Ⅳ 類

△ Ⅴ 窄

■ Ⅵ 類

A　 B C D　 E　 F G H ． J K　 L M N O P Q R S T U V W X Y Z　 a　 b

1

1 1

1 0

9

8

7

6

5

4

3

2

1

●●●
○

●

●

（ヽ ●

○

■■
■ ○

○
■

雪

○ 傘 ○

○

○
■

レ′

○

■

○

も

▲ ・ 二 軍

■
■ ○

●

▲○
■　▲ e

▲ ●
○ 二 警 官 尖 琳

・ 石 準

▲ た　 －
した き 石

e 台 百

中 互 刃 ＿石

第6図　遺物分布図

－79－



一面であること、礫の接合資料が数皿のレベル差であることなどから、出土した石器類は同一時期のものの

可能性が高い。

ナイフ形石器は、切り出し状を呈するもの10点（I類）、一側縁およびもう一方の側縁基部にブランテイ

ング加工が施されたもの7点（Ⅱ類）、一側縁にブランテイング加工がみられるもので8点（Ⅲ類）あるが

形態は様々である。そのはか一側線の一部にブランテイングが認められるもの8点（Ⅳ類）、また、長さ2

～3cm前後の縦長剥片の片方の基部の一部に加工が施されるもの（ナイフ形石器に加えるかどうかは今後

の検討）10点（Ⅴ類・Ⅵ類）がある。石材はチャート2点、頁岩2点であとは流紋岩製である。尖頭器には

三稜尖頭器と両側辺を加工した尖頭器がみられ、三稜尖頭器の多くは欠損している。石材はほとんどが流紋

岩でチャートが1点ある。掻器・削器や不定形石器は、主に縦長剥片を素材に用いている。掻器には、厚手

で寸詰りの縦長剥片の打面と反対側の端部に加工が施されるものやへラ状の形態をなすものなど弧状に刃部

を設けているものなどが見られる。削器は縦長剥片の一側線、両側縁、あるいは一部に刃部が作られる。採

用された縦長剥片は、長さは約10cm前後の幅広で厚手のものから数皿のものまである。二次加工のある剥片

や使用痕のある剥片も、縦長あるいは幅広の剥片を利用している。

第5節　縄文時代早期の遺構と遺物

調査地は西側斜面を除く全体にアカホヤ火山灰層がみられ、調査は重機でアカホヤを除去後行った。縄文

時代早期の遺構・遺物は、アカホヤ火山灰層下の第Ⅳ層黒色土中および第Ⅴ層褐色土上面で検出された。検

出された遺構は、集石遺構15基、土壌3基で尾根部より傾斜地に分布する傾向にあり、調査区中央には空白

地がみられる。遺物は、土器1，103点、石器221点、内訳は石嫉102点、尖頭器26点、磨石16点、敲石1点、ス

クレイパー等76点が出土し、これらの遺物は尾根部から南斜面に分布している。

1　遺構

遺構は、集石遺構15基、土壌3基（石材（チャート）集積土壌1基を含む）などが検出された。このなか

で集石遺構8基と1号土壌、石材（チャート）集積土壌は尾根から南斜面にかけてつくられ、後で述べる土

器分布の集中と一致する。

集石遺構

集石遺構は15基検出されたが、その分布は、細かくは尾根部から南側斜面にかけて、調査区南端の南斜面

部、西側斜面それと北斜面の4つに分かれる。また、集石遺構は形態によって掘り込みをもっもの12基（1・

2．「5～15号）、もたないものは2基（3・4）がある。掘り込みをもち配石を有するものは4基（1・6・11・15

号）でその分布は調査区全体にちらぼり、掘り込みをもたないものは2基（3・4）あり、いずれも北斜面

につくられる。なお、集石の石材には、多くは砂岩を用いられている。

1号集石

H－3、2号集石の北東側に隣接する大型の集石遺構である。第Ⅳ層下位で焼礫が検出され、礫は径1．30

～1．35mの範囲に広がり、上部から底までびっしり0．10～0．30皿大の礫がっまっている。掘り込みの大きさ

は長径約1．80m、短径約1．70m、深さ約0．50mの円形を呈す。掘り込みの底よりやや上で5個の石が配され

ている。配石の上部と下部の土層の違いは明確に区別できなかった。暗褐色の埋土中には炭化物の粒や0．5

～3．0皿の塊が含まれる。

2号集石

H－3、1号集石のすぐ西に位置する。礫は19個と少ないが、掘り込みは径約0．80m、深さ約0．11mの不
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整の円形を呈す。掘り込み内から、無文土器3点とチャート製石嫉1点が出土した。無文土器はK－9やJ－

9などの包含層出土土器と接合している。

3号集石

B－2、北西側の傾斜地に位置する。礫の範囲は1．50mx1．0mを測り、220個の焼礫からなるが、掘り込

みは認められない。ただ、中央付近に20cm大の礫が置かれて検出された。炭化物や焼土面などは認められな

かった。

4号集石

D－8、北西側の傾斜地に位置する。礫の範囲は1・15mX1．0mを測り、434個の焼礫からなる。握り込み

は認められないが、検出された礫の状況をみると、周辺の礫が立っていたり、偏平の礫がレンズ状に配され

るなど検出面の上部に掘り込みが存在した可能性もある。出土遺物としては無文土器がある。

5号集石

I－8に位置する。掘り込みは径約0．9m、深さ約0．10mの不整の円形を呈す。浅い掘り込みの中に焼礫46

個が検出されたが、すべて床面からういた状態であった。

6号集石

K－6、1号土壌の南に位置する。掘り込みは、小礫が検出された時点では確認できなかったが、下部に

偏平の礫がレンズ状に配されるなど掘り込みを有していたと考えられる。遺物としては山形の押型文土器が

1点出土した。

7号集石

J－6、1号土壌の北に位置する。掘り込みは長径約0．70、短径約0．55m、深さ約0．15mの不整形を呈す。

遺構は第Ⅳ層上位から中位にかけての遺物を取り上げたのち掘り下げて検出された。掘り込みは明瞭ではな

かったが、炭化物の有無によって区別した。床面は第5層上位まで達している。掘り込みの埋土は暗褐色で

1～5mm程度の炭化物を含んでいるが、明確な焼土は確認できなかった。焼石は掘り込み内の周囲に大きめ

の石が置かれ、内部に小振りの石が入り込んでいる状況である。黒褐色土で炭化物を少量含んでいる。集石

の上部は10cm内外の礫が多く、掘り込みの下部は20～30cmの偏平な礫で構成される。チャート製の剥片が出

土している。

8号集石
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H－9に位置する。掘り込みは長径約1．15、短径約0．75m、深さ約0．15mの不整形を呈す。掘り込みの床面

は二っの土坑の切り合いにもみえるが、土層では確認できなっかった。下部に大きめの石がみられるが配石

の状況はみられなっかった。黒褐色土で炭化物を少量含んでいる。集石の上部は10cm内外の礫が多く、掘り

込みの下部は20～30cmの偏平な疎で構成される。

9号集石

I－9、尾根部に位置する。115個の焼礫で構成され、掘り込みは径約0．85m、深さ約0．10mの不整円形を

呈す。掘り込みは、第Ⅴ層まで掘られ、中央部に3個の偏平な30cm大の礫が敷かれる。埋土は炭化物を含む

暗褐色土である。

10号・11号集石

Ⅴ－5・6に位置し、Ⅳ層中で検出された。10号集石遺構を含めて4．5mx3．10mの範囲に火を受け赤変し

た破砕礫が散布し、そのなかで二箇所に礫の集中がみられ西側を10号集石遺構、東を11号集石遺構とした。

10号集石は径0．85mの範囲に広がり、642個で構成される。径約0．70m、深さ約0．10mの浅い不整の円形の

掘り込みをもっ。掘り込みの埋土は黒褐色土で炭化物を少量含む。掘り込みの中央には砂岩ではなく緑色岩

類製の偏平な礫を敷く。

11号集石遺構の礫の集中範囲は1．15mX1．10mを測り、径0．90～0．95m、深さ約0．20mの不整の円形の掘り

込みをもっ。掘り込みの埋土は黒褐色土で炭化物を少量含んでいる。集石の上部は10cm内外の礫が多く、掘

り込みの下部は20～30cmの偏平な礫で構成される。出土遺物には撚糸文土器や無文土器がある。

12号集石

K－9の南斜面、13号集石の北に位置する。第Ⅳ層下位より検出され、第Ⅴ層まで掘り込まれる。掘り込

みは長径1．15m、短径1．0m、深さ約0．20mの不整形を呈す。掘り込み内には配石はなく、5～12cm大の礫が

全体に詰まる。礫下には多量の炭化物が検出され、特に北側1／4　に集中していた。

13号集石

L－9に位置する。礫は小片が多く、長径0．80m、短径0．7m、深さ約0．10mの不整形の掘り込みをもっ。

埋土は黒褐色土で、少量の炭化物を含む。

14号集石

S－8の南斜面に位置し、周辺には集石遺構等はみられない。礫の範囲は1．70mx1．45mを測り、径1．30

～1．35m、深さ約0．20mの不整の円形の堀込みをもっ。掘り込みの中央に20～30cm大の礫がみられるものの

底には配石はなく、礫の大きさにかかわらず床面よりういた状態で検出された。埋土は黒褐色土で、礫の下

の埋土中に炭の塊が出土した。

15号集石

L－8に位置する。5．2mx6．8mの範囲に焼礫の分布がみられ、礫群中からは撚糸文土器や山形の押型文

土器、無文土器、石鉱が出土している。15号集石遺構は礫群の一部に検出された。掘り込みは深さ約0．10m

と浅く、径約1．0mの不整円形を呈し、第5層まで達し、床面近くで炭化物が少量検出された。埋土は暗褐

色土で、焼土は確認できなっかった。

2　土壌

3基検出された。それ以外にも焼土等を確認したが、掘り込みは不明で、掘り込みや遺物をともなう土壌

について記述する。

1号土壌

K－6、第4層で検出され、長軸約1．6m、短軸約0．8m、深さ約0．20mを測る。主軸は北東方向を示し、地
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第13図　土境・集石遺構出土遺物実測図
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色　　　　 調
胎土の特徴 備　　 考

外器面 内器面

1
2号土壌口縁～口縁部山形押型文

内面口線上部山形押型文
外面山形押型文

外面ナデ
内外ヨコナデ

灰褐 淡黄 長石、石英、角 穿孔有り
3号土墳 胴部 浅黄橙 にぷい黄橙閃石を含む 外面スス付着

2 2号土壌胴部 外面風化気味
撚紋 不明 褐

灰褐

褐

長石、石英、角

閃石を多量に含む

3 3号土壌口縁部内面山形押型文？
外面山形押型文？

外面風化著しい
内面ヨコナデ にぷい黄橙にぷい黄橙

石英、長石、砂

を含む

4 2号土壌胴部 外面風化著しいが内・外面とも にぷい赤褐
黒褐

長石、石英、角
撚糸文？ 風化著しい 黒 閃石を多量に含む

5 6号集石 〝 外面山形押型文 内・外面ともナデ 橙． 明黄樟
長石を多量に

含む

表1　土器観察表
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第14図　3号土壌実測図および出土遺物実測図
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形の傾斜と直行している。平面は不整長方形の短辺に楕円形がっく形態で、断面はレンズ状を呈し中央が最

も深く、両端は一段高いテラスを設けている。明確な焼土は6層で南西側の床面に5cmほど堆積し、その他

の埋土にも多量の炭化物や焼土の粒を含まれる。遺物は山型押形文土器が標高の高い北東端の楕円形部分に、

床面よりういた状態でまとまって出土した。遺構中央部から出土したものもここからの流れ込みと考えられ

る。土器の下層の埋土は、焼土の可能性もあるが6層はど赤変していない。なお、土壌から出土した土器は

2号土壌のものと接合した。

2号土壌

E●F－3・4に検出された。当初、土器集中箇所として考えていたが、調査が進につれ、土壌状の落ち

込みが確認されさらに大きな土器片が出土した。

土器の出土範囲は約2・20mx2．0mを測る。土壌は長径約0．95m、短径約0．70m、深さ約1．70mの不整楕円

形を呈し、北側床面に焼けたと恩われる痕跡がみられる。土壌内から出土した土器は、山型文土器で1号土

壌出土土器と接合した。これらは出土状態から両者に流れ込んだとは考えにくく、1号・2号に壊れた土器

を何等かの用途に使用した可能性が高い。そのほのか土器としては、土壌外から細かな縦方向の撚糸文土器

が出土している。

また土壌の北西側にはチャート石材21個が集積されていたが、掘り込む等は確認できなかった。チャート

は、摂理面で剥離しているものが多く、打瘡を残す剥片は6点と少なく、ほとんどが二次加工を受けている。

3号土壌（石材（チャート）集積土壌）

J－8に検出された。第Ⅴ層調査中にチャートが十数点まとまって出土し、最終的にチャートが集積され

た土壌であることを確認した。土壌は検出面において径約0．30m、深さ約0．10mを測る。出土したチャート

は、遺構の床面に積み重ねるように置かれ、総数156点を数える。石材の大きさは3～7cmで、節理面で割

れて板状を呈するものや、スクレイパー、二次加工、使用痕の痕跡が認められるものなどあるが、実際に使

用されたかどうかは不明である。チップ類は出土していない。

3　遺物

（1）土器

縄文時代早期の土器は、第Ⅲ層および第Ⅳ層から1，103点を出土した。その種類には押型文土器（楕円文・

山形文等）215点、撚糸文281点、縄文土器24点、手向山式土器6点、繊維混土器9点、突帯文土器4点、無

文土器506点、底部12点、調整不明46点などがある。出土土器は、種類に関係なく最も高い尾根部に集中し、

そのほか南から西にかけての斜面にいくっかのまとまりをもって検出されているが、標高119mから121m

（M～Q－5～10）に空白地がみられる。遺物の接合関係は、42資料で多くは周囲のグリッドとのものであ

るが、無文土器1点がJ9とWllとの間で接合している。

押型文土器

文様の内訳は楕円文59点、山形文155点、その他1点である。胎土に角閃石や長石など鉱物粒を含むもの

とそうでないものがあり、前者のはうが出土量が多い。

楕円押型文土器は、山形文に比べ出土点数は全体の30％程度と少なく、その分布は尾根部を中心に西側斜

面にある。

口縁部は外反する形態で、内面に押型文が帯状に施文される。2の口唇部には原体が押圧される。外面は

無文のもの（1）、押型文が横位に施文されるもの（3・4）と縦位のもの（5～11）があり、縦位に施文

された土器が最も多い。底部は不明。

山形文押型土器は、楕円文より多量に出土したが、楕円文と同様な分布状況を示し、そのはかに南側端の
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第20図　縄文土器実測図（5）

比較的きっい斜面地にも分布している。

口縁部は外反する形態と考えられ、内面の特徴は押型文が帯状に施文されるもの（12・13）、原体条痕下

に施文されるもの（15）がある。内面と外面の原体は同一と考えられる。13は口縁端部を原体で押さえ平坦

に整形される。胴部には楕円文同様、縦位や横位に施文されるが、山形文は横位に比べ縦位の方が大きい傾

向にある。文様の反復は2単位ごとに認められ、その長さは1．5cmで、これより割り出した原体の直径は約0．

48cm、原体の長さは端部が重複したり欠損し、確定はできないが4．5cm＋αの長さである。底部には平底と

上げ底のものがある。

胎土は、角閃石を含むもの（1・3・5・12・13・15・16・17・19・22・26・34）と含まないものがある。

前者は色調がにぶく、後者は明るい。長石などの鉱物粒をほとんど含まないものもみられる（2・4・6・

8・9・11・24・25・28・30）。そのなかで同一個体と考えられるのは15・16・19・18・21である。同一の胎

土をもっ土器に撚糸文、繊維混土器、無文土器などがある。

手向山式土器

5点検出され、調査区の西側斜面にのみ分布する。

81～84はわずかに外反する口縁部直下に施文原体による刺実が施された1条の突帯がつき、口縁端部にも

刻みが施される。口縁部内面には山形文が施文される。外面には、81～83は沈線文、朗は縦位の山形文、85

は刺突文が施された縦方向の突帯と沈線文からなる。焼成は状態によって81～83と糾・85に分かれ、後者の

ほうが良好である。胎土には長石や石英を含む。

撚糸文土器

総数で281点、無文土器に次ぐ多さである。遺物の分布は、南斜面標高119mから121mの空白地を除く全

体にみられるが、その中心は押型文土器同様尾根部周辺である。

施文法・胎土・色調によっていくっかに分かれる。器形は口縁部が外反し壷形を呈するもの、外反して深

鉢になるもの、直口するものがある。底部の形態については不明。文様では平行（35～37・39～51・98）、網

目（56～62）、深くて平行（38・52～55）、浅い平行あるいは列点状（63～69）、波状（72～75）などがある。
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胎土は長石を含くみ、角閃石が含まれないもの（35～71）や、．鉱物粒を含まずきめ細かなものもみられる

（72～75）。色調は35～62・68～71が赤褐色、63～69はややにぷい赤褐色、72～75は淡黄色をなす。

35～51・98は口縁部から頸部にかけて平行に施文され、口縁部外面は縦方向、口縁部内面は横あるいは右

下がり斜め方向にはしる。口縁部内面が無文のものもある。口唇部にも原体により押圧されるが、撚糸文の

つぶれ具合から休部→口唇部の順序で行われている。35は壷形をなし、文様の種類は口縁部が平行に、胴部

は外面が波あるいは円弧状に施文され、内面は右上がりのやや粗いナデ。

38・51～55は外面に縦位の深い平行撚糸文が施される。38の口縁部内面には浅い沈線がみられる。56～62

は綱目文が施文される。胎土、色調は平行文に類似するが、全体に厚手である。72～75は波状の撚糸文で口

縁部が外反する。同一個体の可能性がある。

縄文施文の土器

24点と出土量は少ないが、尾根部と西側端部M－2～3区に分布する。

77・78は縄文が比較的大きく、外反する口縁部に外面と内面に施文される。焼成はやや軟質。胎土はきめ

細かで石英や長石を少量含むが、長石・角閃石などは含まれない。76・78・80はM－2区から出土し同一個

体と考えられる。そのほか79のように縄文が小さく石英や角閃石を含むものがある。出土量は後者のほうが

多い。

繊維混土器

9点出土し、尾根部とその南傾斜面に分布する。

内外面ともていねいなナデ調整で、内外面および胎土中に繊維痕が認められる。86は内外面からの穿孔が

施される。

突帯土器

4点出土した。118は瘡状の突帯を口縁部直下に貼り付ける。胎土には多量の角閃石を含む。外面にはナ

デ調整によるものなのか浅いスジ状の痕跡が認められる。109は貼り付け突帯に棒状工具による刺突文が施

される。

無文土器

506点と出土量が最も多く、過半数を占めるが押型文や撚糸文の無文部の土器片が含まれている可能性が

ある。口縁部は直口あるいは外傾すると考えられる。

胎土・調整・焼成によっていくっかに分かれる。90・92・94・96・97・101・102（無文A）は焼成も良好

で、胎土には長石を多く含み、角閃石も含まれる。外面は指オサ工、内面は横ナデ調整。90は外面に粘土の

つなぎ目がみられ、内外面から穿孔される。105は外反する口縁部で、胎土の状態から、撚糸文土器の65・

66と同一個体と考えられ、99も撚糸文土器の可能性が高い。89・91・93・95（無文B）は薄手で口縁部が直

口する形態で、長石や石英を微量含む。103は厚みが1cmを超える厚手の土器で角閃石など鉱物粒を含む。

底部

無文で所属不明の底部は、平底、丸底、尖底など10点出土している。

112はあまい平底を呈す。1～2mmの長石を多く含む。19・18など小さな山形押型文土器の胎土に類似する。

119は丸底になると考えられ、胎土の状況から撚糸文あるいは繊維混土器の底部の可能性がある。

（2）石器

石器は、総数で2，783点出土し、その内訳は石器221点、剥片や細片2，545点、石核等17点であり、そのなか

で石器としては石嫉102点、削器等73点、掻器3点、両面加工された尖頭器26点、磨石16点、敲石1点である。

また、使用された石材では、チャート2，743点、貢岩2点、砂岩17点、黒曜石21点とチャートが大半を占める。
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これらの石器の多くは周辺で採取される石材で賄われ、特にチャートは百数十個集積した土壌が検出された

ことからも好まれていたと考えられる。

石器の分布は、多くは尾根部からその南斜面に集中し、そのはかA～I区の西斜面、W～Y区、調査区の

南端斜面にまとまりをみることができ、M～Q－4～8区が空白部となる。これらは土器の分布と同じ状況

を示し、全体を大きく見れば、この空白部を環状に遺物の分布がとりまいているようにもとれる。

石鉱はⅥ層中において102点出土しており、石材別ではチャート製95点、姫島産黒曜石製2点、流紋岩製

2点、貢岩製2点、水晶製1点でチャート製品が全体の93％を占める。

石銀はその形状より4類に大きく分けることが出来、また基部の形態により平基、円基、凹基の3類に分

けられ、凹基は、浅い挟りを持っのもの、山形（Ⅴ字形）の挟りを持っのもの、アーチ状（U字形）の挟り

を持っのもの、極端に挟りを持っものの4類に分類出来た。

I－A類（第22図1）

全体形が二等辺三角形を呈しており、基部は平基式の右膝で7点出土している。側辺がわずかに外湾する
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タイプ（1）と直線的なタイプとがある。

I－C－a類（第22図　2～6）

全体形が二等辺三角形を呈しており、基部は凹基式の浅い挟りを持っ石鉱で11点出土している。脚端が尖

るタイプ（2）、脚端が平らなタイプ（3、4）、脚端が丸くなるタイプ（6）の3タイプに分かれる。

I－C－b類（第22図　7～17）

全体形が二等辺三角形を呈しており、基部は凹基式で山形（Ⅴ字形）状の挟りを持っ石鉱で9点出土して

いる。7，8は側辺は直線的で脚端が尖る。9、12～14は側辺が直線的で脚端が丸くなる。10は側辺が外湾

し脚端が尖る。17は側辺が直線的で脚端が平らである。11、15、16は側辺が外湾し脚端が平らである。

I－C－C類（第22図18～22）

全体形が二等辺三角形を呈しており、基部は凹基式でアーチ状（U字形）状の挟りを持っ石銀で20点出土

している。18は側辺は直線的で脚部付近に突起があり脚端が尖る。19、20はともに側辺が外湾的で19は脚端

が尖り、20は脚端が平らである。21、22は側辺は直線的で脚端が平らである。

I－C－d類（第22図　23，24）

I－C－C類に共通するが挟りの深さが極端に深い（挟りの深さが全体の約1／2）石鉄で2点出土して

いる。23は側辺が外湾し脚端が斜めになっている。

Ⅱ－B類（第22図　25）

全体形が正三角形を呈しており、基部は円基式の石鉱で2点出土している。

Ⅱ－C－a類（第22図　26～30）

全体形が正三角形を呈しており、基部は凹基式の浅い挟りを持っ石鉱で5点出土している。側辺が外湾し

脚端が尖るタイプ（26、27、29、30）、脚端が鈍いタイプ（28）とがある。なお、28は剥片の縁辺を打ち欠い

たのみの調整を行ったいわゆる剥片鉱である。30は水晶製。

Ⅱ－C－b類（第22図　31～34）

全体形が正三角形を呈しており、基部は凹基式の山形（Ⅴ字形）状の挟りを持っ石鉱で9点出土している。

脚端が平らなタイプ（31、34）、脚端が丸みがあるタイプ（32）、脚端が尖るタイプ（33）の3タイプがある。

Ⅱ－C－C類（第22図　35、36）

全体形が正三角形を呈しており、基部は凹基式のアーチ（U字形）状の決りを持っ石鉱で6点出土してい

る。いずれも側辺が外湾するよう膨らみ、脚端は鈍いタイプ（35）と丸みを持っタイプ（36）とがある。

Ⅲ－C－a類（第22図　37～41）

全体形が五角形を呈しており、基部は凹基式の浅い挟りを持っ石鉱である。37は細身で側辺が直線的で、

最大幅となる中央部で肩が張る作りになっている。また、39～41は、細身で中央部が最大幅となるよう膨ら

み、脚部は内に狭まる。基部は凹基式の浅い挟りを持っ石鉱である。

尖頭器（第23図、42～45）は26点出土している。いずれも全体形は三角形に近く、基部・側辺とも緩やか

に外湾し、先端部は明瞭には形成されていない。なお、44、45とも先端部を欠損している。

スクレイパー（第23図、46～49）は36点出土している。その中で代表的なものを挙げると、46は全面にか

けて二次加工が施されており全体形が楕円形を呈している。47は厚みのある剥片を素材とし、側辺は主要剥

離面より二次加工が施されいる。48、49はいずれも側辺が鋸歯状になるように二次加工が施されており刃部

を形成している。
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第6節　宮崎県北方町、矢野原遺跡の自然科学分析

I．失野原遺跡のテフラ分析

（古環境研究所）

1　はじめに

五ヶ瀬川沿いの谷には後期更新世前半の約8万年前に阿蘇カルデラから噴出した阿蘇4火砕流（As0－4、

小野ほか、1977、町田はか、1985、町田・新井、1992）の堆積面が広く分布している。この推積面上には厚

い火山灰土が形成されている。火山灰土は下位のローム層と上部の黒ボク土に大きく区分される。矢野原遺

跡の発掘調査では火山灰土の中から遺構や遺物が検出された。そこで野外地質調査を行って火山灰土につい

て記載を行うとともに、テフラ組成分析、テフラ検出分析さらに屈折率測定を合わせて行って示標テフラ層

を検出し、遺構の構築年代や遺物包含層の推積年代に関する資料を得ることを試みた。

21テフラ層序

（1）F－10グリッド南壁

黒ボク土の標式的な土層断面が観察されたF－10グリッド南壁の土層柱状図を、図1に示す。ここでは褐

色土の上位に、下位より暗褐色土（層厚20cm）、褐色土（層厚31皿，以上Ⅴ層）、黒色土（層厚19cm，Ⅳ層）、

成層したテフラ層（層厚25cm）、暗褐色土（層厚9cm，以上Ⅲ層）、黒色土（層厚21皿，Ⅱ層）、暗褐色土（層

厚18cm）、表土（層厚9cm，I層）の連続が認められた。このうち成層したテフラ層は、下位より黄色粗粒火

山灰層（層厚0．8cm）と黄橙色ガラス質細粒火山灰層（層厚24cm）から構成される。このテフラ層は、その層

相から約6，300年前に鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，町田・新井，1978）に同定さ

れる。

（2）H－3グリッド東壁

ここでは黒ボク土の下位のローム層がよく観察できた（図2）。ローム層は下位より粘土質の褐色土（層

厚10cm以上，Ⅸ層）、黒色土（層厚66cm，Ⅷ層）、黄色粗粒火山灰層（層厚10皿，軽石の最大径：6mm，Ⅶ層）、

暗褐色土（層厚18cm）、褐色土（層厚29cm）の連続からなる。ここではⅨ層の上部から石核が検出されてい

る。なおⅧ層中には、黄色粗粒火山灰がパッチ状に認められるところがある。

（3）F－8グリッド西壁

本地点では、Ⅷ層上部付近に集積遺構が認められた（図3）。ただし他の地点との土層の対比は明確にさ

れていない。集積遺構の上位には層厚10cmの黒褐色土を挟んで黄褐色土が形成されている。

（4）B地区深掘トレンチ

土層の細分が行われたB地区探掘トレンチの土層断面を柱状図にして図4に示す。ローム層は下位より粘

土質褐色土（層厚10cm以上，Ⅸ層）、暗褐色土（層厚6cm）、黒褐色土（層厚16cm，以上ⅧC層）、黒色土（層

厚10cm，Ⅷ’層）、黒褐色土（層厚10cm，Ⅷb層）、黒色土（層厚17cm，Ⅷ層）、黒褐色土（層厚17cm，Ⅷa層）、

暗褐色土（層厚12皿，Ⅵa層）、褐色土（層厚17cm）の連続から構成される。その上位の黒ボク土は、下位よ

り暗褐色土（層厚24cm，Vb層）、暗褐色土（層厚19cm，Va層）、褐色土（層厚15cm，Ⅳ層）、K－Ah（層厚

22cm，Ⅲ層）の連続から構成されている。

－103－



3　テフラ組成分析

（1）分析方法

F－8グリッド西壁の集石遺構の層位を確かめるために、集石遺構の上下の土層についてテフラ組成分析

を試みた。なおテフラ組成分析とは火山ガラス比分析と重鉱物組成分析とを合わせた分析の名称である。分

析の対象とした試料は、基本的に5cmごとに採取された試料のうち5cmおきの試料6点である。

分析の手順は、次の通りである。

1）試料15gを秤量。

2）超音波洗浄装置により泥分を除去。

3）80℃で恒温乾燥。

4）分析節により1／4－1／8mmの粒子を筒別。

5）偏光顕微鏡下で250粒子を同定し、火山ガラス比を求める。

6）偏光顕微鏡下で重鉱物250粒子を同定し、重鉱物組成を明らかにする。

（2）分析結果

テフラ組成分析の結果をダイヤグラムにして図5に、火山ガラス比と重鉱物組成の内訳を表1および表2

に示す。6点の全試料に透明で平板状のバブル型ガラスが含まれている。火山ガラスは試料番号7で最も多

く、その比率は粒子全体の42．0％を占める。一方重鉱物組成には試料によって大きな違いは認められない。

いずれの試料にも斜方輝石や角閃石さらに磁鉄鉱などがほぼ同じ様な比率で認められる。これらのことから

試料番号7付近にバブル型ガラスの降灰層準のある可能性が考えられる。

4　テフラ検出分析

（1）分析方法

詳細な土層区分が行われたB地区深掘トレンチにおいて約5cm連続で採取された試料のうち基本的に10cm

おきの試料12点についてテフラ検出分析を行い、示標テフラの検出を試みた。

1）試料15gを秤量。

2）超音波洗浄装置により泥分を除去。

3）80℃で恒温乾燥。

4）実体顕微鏡下でテフラ粒子の量や特徴を観察。

（2）分析結果

テフラ検出分析の結果を表3に示す。軽石はいずれの試料でも認めることはできなかった。一方火山ガラ

スは、試料番号25以上の試料で認めることができた。とくに試料番号15および17にとくに多く含まれている。

この層準の火山ガラスの色調は透明で、褐色がかったガラスも少量認められる。形態は平板状のいわゆるバ

ブル型のものが多く、繊維束状に発泡した軽石型ガラス形態も少量含まれている。

5　屈折率測定

H－3グリッド東壁の土層断面で認められた黄色粗粒火山灰層（Ⅶ層，試料番号1）およびその下位の黄

色粗粒火山灰層（試料番号2）について、同定の精度を向上させるために屈折率測定を試みた。屈折率の測

定方法は位相差法（新井，1972）による。

H－3グリッド東壁の試料番号1には、とくに多くのバブル型ガラスが含まれている。繊維束状に発砲し

た軽石型ガラスも少量含まれている。多くの火山ガラスの色調は透明であるが、ごく少量褐色のものも認め

られる。ごくわずかに斜方輝石や角閃石などの重鉱物が認められた。火山ガラスの屈折率（n）は1．497つ．
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499、斜方輝石の屈折率（γ）は1．722－1．732であった（表4）。

一方H－3グリッド東壁の試料番号2にも、多くのバブル型ガラスが含まれている。繊維束状に発泡した

軽石型ガラスも少量含まれている。多くの火山ガラスの色調は透明であるが、ごく少量褐色のものも認めら

れる。ごくわずかに斜方輝石や角閃石などの重鉱物が認められた。火山ガラスの屈折率（n）は1．495－1．499、

斜方輝石の屈折率（γ）は1．725－1．732であった。両者はよく似ており、同一テフラと考えられる。層相か

ら何らかの撹乱作用により上位（試料番号1）のテフラが下方の土壌に混入した可能性が大きい。

6　考察

（1）示標テフラとの同定

野外地質調査、テフラ組成分析、テフラ検出分析、そして屈折率測定を行った。その結果、矢野原遺跡に

おいて2層準にテラスが存在していることが明らかになった。下位のテフラはH－3グリッド東壁で認めら

れた黄色粗粒火山灰層（Ⅶ層，試料番号1）である。このテフラは層相や透明のバブル型ガラスに富むこと、

さらに火山ガラスの屈折率などから約2．ト2．2万年前に姶良カルデラから噴出した姶良Tn火山灰（AT，町

田・新井，1984）に同定される。なお従来のATに含まれる火山ガラス（n：1．498－1．501，町田・新井，1992）

に比較して屈折率が若干低い傾向にあるが、これは矢野原遺跡で認められたATに含まれる火山ガラスが厚

く、水和がまだ不完全であるためと考えられる。F－8グリッドの試料番号7でとくに多く認められた火山

ガラスや、B地区深掘トレンチの試料番号17（Ⅵa層）や試料番号15（Ⅵ層）でとくに多く認められた火山

ガラスもATに由来するものと考えられる。

もう一層のテフラは、Ⅲ層の約6，300年前のK－Ahである（前述）。

（2）遺構や遺物包含層の層位

矢野原遺跡の発掘調査では、Ⅸ層最上部から石核や剥片、ⅧC層上面およびⅧ層上面から剥片など、Ⅵ層

から尖頭器、ナイフ形石器、剥片尖頭器、スクレイパー、石核、剥片などの旧石器時代の遺物が検出されて

いる。またⅧ層の上部付近で集石遺構も検出されている。さらにⅣ層からⅤ層上面にかけて押型文土器、撚

糸文土器、石鋲など縄文時代早期の遺物が検出されている。

指標テフラとの層位関係から、旧石器時代の遺物の検出層準のうちⅧ層上面以下の遺物出土層位はいずれ

もATの下位と考えられる。またⅥ層はATの上位にあると考えられる。さらに縄文時代早期の遺物が検出

されたⅣ層からⅤ層上面はK－Ahの下位にあることは明らかである。

なおH－3グリッドで検出された集石遺構については、テフラ組成分析の結果その下位の土層中にATに

由来する火山ガラスの出現ピークが認められた。このことからATの降灰層準は集石遺構より下位にあると

考えられる。すなわち集石遺構の構築年代はATの降灰より後である可能性が大きい。集石遺構が検出され

た黒褐色土はⅥa層、その上位の黄褐色土はⅥ層に各々対比されると推定される。

7　小結

矢野原遺跡において野外地質調査、テフラ組成分析、テフラ検出分析さらに屈折率測定を合わせて行った

結果、姶良Tn火山灰（AT，約2．1－2．2万年前）と鬼界アカホヤ火山灰（K－Ah，約6，300年前）の2層の一

次堆積層が検出された。これらの示標テフラとの層位関係から、旧石器時代の遺物の検出層準のうちⅧ層上

面以下の遺物出土層位はいずれもATの下位と考えられる。またⅥ層はATの上位にあると推定された。さ

らに縄文時代早期の遺物が検出されたⅣ層からⅤ層上面はK－Ahの下位にあることも明らかになった。な

おH－3グリッドで検出された集石遺構の層位はATの降灰より後に形成されたⅥa層中にある可能性が大

きいと考えられた。
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ATの下位に検出が期待された阿蘇一章千里浜テフラ（Aso－K，町田・新井，1992）については、今回

の分析で検出することはできなかった。このテフラは約2．7万年前に阿蘇火山から噴出したテフラ（早川・

井村，1991）で、ほぼ円形に分布している。このことから矢野原遺跡とその周辺で検出される可能性も大き

い0矢野原遺跡のとくに下位の遺物出土層準の層位を把握するために、このAso－Kの検出同定は今後の五

ヶ瀬川流域での級石器時代研究において大きな課題となろう。
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表1　F－8グリッド西壁の火山ガラス比分析結果

試料　　bw md pm　その他　合計

1　　　41

3　　　43

5　　　　92

7　　105

9　　　65

10　　　40

7　　　　3

4　　　　4

4　　　　6

3　　　15

6　　　12

4　　　　4

199　　　250

199　　　250

148　　　250

127　　　250

167　　　250

202　　　250

数字は，粒子数．bw：バブル型ガラス，md：中間型ガラ
ス，pm：軽石型ガラス．

表2　F－8グリッド西壁の重鉱物組成分析結果

表3　B地区深掘トレンチのテフラ検出分析結果

軽石　　　　　　　　　　試料

量　　色調　最大径　　量　　色調　　形態

3

6

9

12

15

＋＋　　透明＞褐bw＞pm

＋＋　　透明＞褐bw＞pm

＋＋　　透明＞褐bw＞pm

＋＋＋　透明＞褐bw＞pm

＋＋＋＋　透明＞褐bw＞pm

＋＋＋＋　透明＞褐bw＞pm

＋＋＋　透明＞褐bw＞pm

＋＋　　透明＞褐bw＞pm

＋　　　透明＞褐bw＞pm

試料　01opx cpx ho bi mt　その他　合計

1　6　　77　　2　　60　　0　　77

3　　3　　47　　0　　61　0　　78

5　　3　　61　3　　54　　2　　55

7　　0　　70　　5　　45　　5　　54

9　　0　　70　　3　　40　　0　　75

11　0　107　3　　27　　0　　80

28　　　250

61　　250

71　　250

71　　250

62　　　250

33　　　250

数字は，粒子数．01：カンラン石，OpX：斜方輝石，
CPX：単斜輝石，ho：角閃石，bi：黒雲母，mt：磁鉄鉱．

＋＋＋＋：とくに多い，＋＋＋：多い，＋＋：中程度，
＋：少ない，－：認められない，最大径の単位は，mm．
bw：バブル型，md：中間型，Pm：軽石型

表4　矢野原遺跡の屈折率測定結果

地点　試料　火山ガラス（n）　斜方輝石（γ）

H－3　　1　　1．497－1．499　　1．772－1．732

H－3　　2　　　1．495－1．498　　1．725－1．732

測定は位相差法（新井，1972）による
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第1図　矢野原遺跡
F－10グリッ
ド南壁の土層
柱状図

火山ガラス比

垣
［＝］　巨］∈ヨ

バブル型　中間型　軽石型

ガラス　　ガラス　　ガラス

第3図　矢野原遺跡
F－8グリッ
ド西壁の土層
柱状図
（数字は、テフ
ラ組成分析の
試料番号）

第2図　矢野原遺跡
H－3グリッ
ド東壁の土層
柱状図
（数字は、テフ
ラ検出分析の
試料番号）

［∃　口［∃　四　巨Z］E∃［コ　匡］
軽石　粗粒火山灰細粒火山灰　黒色土　黒褐色土　暗褐色土　褐色土　　礫

［＝］　四　国　∈］巨∃　■■　巨芸国

力ンラン石　斜方輝石　単斜輝石　角閃石　黒雲母　磁鉄鉱　その他

縄文時代
早期遺物
包含層

10　V b層

VI層
15

VIa層

Ⅷa層
ZU

Ⅷ層

25Ⅷb層

Ⅷ’層　　24．290±680y．B．P．

30　ⅧC層

33　Ⅸ層

第4図　矢野原遺跡
B地区深掘ト
レンチの土層
柱状図
（数字は、テフ
ラ検出分析の
試料番号）

第5図　矢野原遺跡F－8グリッド西壁のテフラ組成ダイヤグラム

Ⅱ．放射性炭素年代測定結果

矢野原遺跡の試料について年代 地点　　　　　　　試料　　　　　　　　年代値　　　　　　　コードNo．

測定を行った。その結果を次表に　B区探掘トレンチ　Ⅷ，層（黒色土）24，290±680（22，340B．C．）Gak－16576

示す。なお、年代値は1950年より

の年数（B．P．）である。　　　　　　矢野原遺跡出土資料試料の放射性炭素年代測定結果

年代値の算出にば4Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用している。また、付記した誤差はβ線

の計数値の標準偏差Uにもとづいて算出した年数で、標準偏差（ONE SIGMA）に相当する年代である。

また、試料のβ線計数率と自然計数率の差が2α以下のときは、3αに相当する年代を下限の年代値（R P．）

として表示してある。また、試料のβ線計数率と現在の標準炭素（MODERAN STANDARD CARBON）

についての計数率との差が20・以下のときは、Modernと表示し、614C％を付記してある。
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Ⅱ．矢野原遺跡の植物珪酸体分析

1　はじめに

植物珪酸体は、植物体内で形成されたガラス質の細胞であり、植物が枯れた後も微化石（プラント・オパー

ル）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出する

方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定、および古植生－・古環境の推定などに応用されてい

る（杉山，1987）。

本章では、植物珪酸体分析を用いて、矢野原遺跡におけるイネ科栽培植物の検討、および遺跡周辺の古植

生・古環境の推定を試みた。

2　試料

分析試料は、F－10グリッド南壁で9点、H－3グリッド東壁で7点の計16点である。採取層準の詳細に
ノ

ついては第I章を参照されたい。

3　分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法（藤原，1976）」をもとに、次の手順で行っ

た。

（1）試料の絶乾（1050C・24時間），仮比重測定

（2）試料約1gを秤量，ガラスビーズ添加（直径約40〟m，約0．02g）

※電子分析天秤により1万分の1gの精度で秤量

（3）電気炉灰化法による脱有機物処理

（4）超音波による分散（300W・42KHz・10分間）

（5）沈底法による微粒子（20〟m以下）除去，乾燥

（6）封入剤（オイキット）中に分散，プレパラート作成

（7）検鏡・計数

同定は、機動細胞珪酸体に由来する植物珪酸体をおもな対象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数

は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これははぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試

料1gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料1g

中の植物珪酸体個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重（1．0と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あたりの植物体乾

重，単位：10‾5g）をかけて、単位面積で層厚1皿あたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、キビ族

はヒエ、ウシクサ族はススキの値を用いた。その値は8．40と1．24である。タケ亜科については数種の平均値

を用いた。ネザサ節の値は0．48、クマザサ属は0．75である。

4　分析結果

（1）H－3グリッド東壁

ローム層のうち下位よりⅨ層（粘土質の褐色土）、Ⅷ層（黒色土）、Ⅶ層（姶良Tn火山灰）、暗褐色土、褐

色土の各層について分析を行った。

その結果、最下位のⅨ層（試料31）および姶良Tn火山灰（AT，約2．1－2．2万年前）直下のⅧ層（試料25、

27、29）では、クマザサ属型（おもにクマザサ属）が多量に検出された。その他の分類群ではウシクサ族型
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や棒状珪酸体などが検出されたが、いずれも少量である。姶良Tn火山灰直上の暗褐色土（試料22）でもほぼ

同様の結果であるが、その上位の褐色土（試料20）ではクマザサ属型が6万個／g以上と特に多量に検出さ

れた。植物体生産量の推定値（表2）によると、すべての層準でクマザサ属型が圧倒的に卓越している。

（2）F－10グリッド南壁

下位よりⅥ層（褐色土）、Ⅴ層（褐色土）、Ⅳ層（黒色土）、Ⅲ層（鬼界アカホヤ火山灰層）、Ⅱ層（黒色土）、

I層（現表土）の各層について分析を行った。

その結果、下位のⅥ層（試料17）およびⅤ層（試料12、14）では、クマザサ属型が多量に検出された。そ

の他の分類群では、ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）やウシクサ族型が検出されたが、いずれも少量

である。

Ⅳ層（縄文時代早期の遺物包含層、試料9）では、クマザサ属型は減少傾向を示し、かわってネザサ節型

が大幅に増加している。また、同層ではウシクサ族型も比較的多く見られた。鬼界アカホヤ火山灰（K－

Ah，約6，300年前）層のⅢ層（試料7）でも、Ⅳ層と同様の分類群が検出されたが、いずれもごく少量であ

る0Ⅲ層上部のいわゆる2次アカ層（試料6）では、ネザサ節型が多量に検出され、ウシクサ族型も比較的

多く見られた。また、ウシクサ族（ススキ属、チガヤ属）やクマザサ属型、メダケ節型（メダケ属メダケ節・

リュウキュウチク節、ヤダケ属）も少量検出された。

Ⅱ層（試料4）では、ネザサ節型がさらに増加しており、密度は約15万個／gにも達している。また、同

層ではマダケ属型（マダケ属、ホウライチク属）が出現している。

現表土のI層（試料1、2）では、ネザサ節型は減少傾向を示すものの依然として多く見られ、ウシクサ

族（ススキ属など）やウシクサ族型、棒状珪酸体なども比較的多く検出された。また、同層下部ではオオム

ギ族（頴の表皮細胞）、上部ではキビ族が検出された。オオムギ族については標本の検討が十分とは言えな

いが、ここで検出されたものはその形態からムギ類（コムギやオオムギなど）の可能性が高い。またキビ族

にはヒエやアワ、キビなどの栽培種が含まれるが、現時点では植物珪酸体の形態からこれらの栽培種とイヌ

エビやエノコログサなどの野・雑草とを識別するには至っていない（杉山はか，1988）。なお、同層ではイ

ネ科以外にもイスノキ属やブナ科（アカガシ亜属？）などの照菓樹に由来する植物珪酸体が少量検出された。

植物体生産量の推定値（表2）によると、Ⅴ層より下位ではクマザサ属型が卓越しており、またⅣ層より

上位ではネザサ節型が継続して卓越していることがわかる。

5　古植生および古環境の推定

以上の結果から、堆積当時の植生と環境について推定すると次のようである。

最下位のⅨ層（最上部で石核が出土）からⅥ層（尖頭器やナイフ形石器などの旧石器時代の遺物が出土）

までの層準、およびその上位のⅤ層の堆積当時は、クマザサ属を主体とするイネ科植生が継続されたものと

考えられ、何らかの原因でそれ以外のイネ科植物の生育にはあまり通さない環境であったものと推定される。

クマザサ属は比較的寒冷なところに生育していることから、当時は比較的寒冷な気候条件で推移した可能性

が考えられる。また、クマザサ属は鹿などの草食動物の食料として重要であり、その有用性から燃料や道具、

住居の屋根材や建築材、敷物などとして盛んに利用されていたものと考えられる。

その後、Ⅳ層（縄文時代早期の遺物包含層）の時期には、クマザサ属の減少に伴ってネザサ節が急激に増

加したものと推定される。ネザサ節は比較的温暖なところに生育していることから、この時期に寒冷から温

暖への環境変化があった可能性が考えられる。また、ネザサ節は森林の林床では生育しにくいことから、当

時の遺跡周辺は森林で覆われたような状況ではなく比較的開かれた環境であったものと推定される。

鬼界アカホヤ火山灰（約6，300年前）の堆積によって当時の植生は一時的に破壊されたと考えられるが、
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その直上のいわゆる2次アカ層の堆積当時にはネザサ節を主体としてススキ属なども見られる草原植生が成

立したものと推定される。

Ⅱ層の堆積当時には、ネザサ節の生育はさらに旺盛になり、マダケ属なども見られるようになったものと

推定される。マダケ属にはマダケやモウソウチクなど有用なものが多く、道具や生活用具、食用などとして

の利用価値が高いが、これらの植物が現れるのはⅡ層以降と考えられる。

I層（現表土）では、ムギ類やキビ族（ヒエ属など）などを栽培する農耕が行われていた可能性が考えら

れ、人為的な作用などによってネザサ節が減少したものと推定される。なお、この時期には遺跡周辺でイス

ノキ属やカシ類などの照葉樹も見られるようになったものと推定される。

6　まとめ

現表土のI層から旧石器時代とされるⅨ層までの層準について植物珪酸体分析を行った。

その結果、縄文時代早期とされるⅣ層の直下で大きな植生変化が認められ、この時期を境にクマザサ属主

体のイネ科植生から、ネザサ節を主体とする草原植生に移行している。このように植生が大きく変化した原

因として、1）この時期に寒冷から温暖への気候変化があったこと、2）この時期に森林植生が破壊されネ

ザサ節などの草原植生が維持されたことなどが考えられる。

このような植生変化は、関東周辺などの調査例でも認められており（杉山ほか，1992、佐瀬ほか，1987）、

いずれも約1万年前を境にクマザサ属主体のイネ科植生からネザサ節・ススキ属を主体とする草原植生に移

行している。今回の結果もこれに対応しているものと考えられ、西日本一帯の広い地域における環境変化を

反映しているものとして注目される。

花粉分析の結果によると、九州の太平洋沿岸部では鬼界アカホヤ火山灰（約6，300年前）の堆積以前には、

シイ林を中心とする照葉樹林が成立していたとされている（松下，1992）。しかし、本遺跡では鬼界アカホヤ

火山灰より下位では照葉樹に由来する植物珪酸体はまったく検出されず、カシ類やイスノキ属などの麒菓樹

が出現するのは、ようやくI層（現表土）の時期になってからである。

このように、多くの遺跡が展開する内陸部や台地部では、沿岸部よりもかなり遅れて照葉樹林が拡大した

可能性が考えられる。今後、周辺地域で同様の検討を行うことにより、照葉樹林の存在や分布拡大の様相が

解明されるものと期待される。
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第1図　宮崎県北方町、矢野原遺跡F－10グリッド南壁における植物珪酸体分析結果
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第2図　矢野原遺跡H－3グリッド東壁における植物珪酸体分析結果
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表1　宮崎県北方町、矢野原遺跡の植物珪酸体分析結果
（単位：×100個／g）

分　 類　 群

F －1 0 グ リ ッ ド南 壁 H －3 グ リ ッ ド東 壁

試 料 ユ　　　 2　　　 4　　　 6　　　 7　　　 9　　 1 2　　 1 4　　 1 7 2 0　　　 2 2　　　 2 4　　　 2 5　　　 2 7　　　 2 9　　　 3 1

イ ネ科

オ オ ム ギ 族 （頴 の 表 皮 細 胞 ） 7

キ ビ族 （ヒ エ 属 な ど ） 7

ウ シ ク サ 族 （・ス ス キ 属 な ど ） 4 1　　　 5 2　　　　 7　　　 3 0

キ ビ族 型 7 7　　　 1 3　　　 1 3　　　　 3 3

ウ シ ク サ 族 型 1 4 3　　　 3 7　　　 7 4　　 1 3 6　　　　 8　　 1 1 3　　　 3 2　　　 3 5 2 9　　　 2 0　　　 1 3　　　 2 7　　　 2 1　　　 4 2　　　 2 1

ウ シ ク サ 族 型 （大 型 ） 7 7

タ ケ 亜 科

ネ ザ サ 節 型 3 4 7　　 4 9 1　 1 4 7 5　　 3 6 2　　　 9 9　　　 5 5 1　　 1 3　　　 1 4　　 ．1 5 3 6　　　　　　　　　 7

ク マ ザ サ 属 型 2 0　　　　 7　　　 5 2　　　 3 0　　　 3 1　 1 3 6　　　 2 9 5　　　 3 0 0　　 1 3 1 6 1 4　　　 2 9 3　　　 8 5　　　 3 0 5　　　 4 1 8　　 1 8 4　　 1 6 1

1 2 3　　　 5 3　　　　 2 6　　　 2 0　　　 6 3　　　 2 8　　　 1 4

メ ダ ケ 節 型 2 0　＿　　 3 0　　　 2 2　　　　 8

マ ダ ケ 属 型 7　　　　 7　　　　 7

末 分 類 等 4 9 0　　 2 3 8　　 4 7 4　　 1 8 1　　　 4 6　　 4 6 8　　　 9 6　　　 2 0 3　　　 5 4

そ の 他 の イ ネ 科

表 皮 毛 起 源 7　　　 2 2　　　 2 2　　　 1 5　　　　　　　　 2 3　　　 2 6 2 9　　　　 7　　　　　　　　 4 0　　　　 7　　　　　　　　 2 1

棒 状 珪 酸 体 1 8 4　　 3 9 5　　　 2 0 7　　　 6 0　　　 2 3　　 1 0 6 ．　 1 2 2　　　 8 4　　　 3 8 5 8　　　 4 7　　　 4 6　　 1 2 6　　　 7 7　　　 7 8　　　 5 6

未 分 類 等 4 0 8　　 5 2 9　　 4 3 0　　 5 2 1　　　 8　　 4 8 3　　 4 5 6　　　 3 7 0　　　 2 7 7 2 5 3　　 1 6 6　　 1 5 6　　　 2 8 5　　　 2 3 0　　　 2 1 2　　　 2 0 3

封木 起 源

じィ ス ノ キ 属 1 4　　　　 7

7

ブ ナ 科 （ア カ ガ シ 亜 属 ？） 7

そ の 他 7　　　　 7

物 珪 酸 体 総 数 1 7 1 4　 1 8 3 1　 2 7 7 1 1 3 4 3　　 2 1 4　 1 8 8 1 1 0 4 0　 1 0 0 6　　 5 1 5 1 1 4 9　　　 5 9 9　　　 3 5 1　　 8 3 6　　　 8 1 5　　　 5 4 4　　　 4 8 3

表2　矢野原遺跡における主な分類群の推定生産量
（単位：kg／ポ・cm）

分　 類　 酵

F －1 0 グ リ ッ ド両 壁 H －3 グ リ ッ ド 東 壁

1　　　 2　　　　 4　　　　 6　　　　 7　　　　 9　　　 1 2　　　 1 4　　　 1 7 2 0　　　 2 2　　　 2 4　　　 2 5　　　 2 7　　　 2 9　　　 3 1

イ ネ 科

キ ビ 族 （ヒ エ 属 な ど ） 0 ．5 7

ウ シ ク サ 族 （ス ス キ 属 な ど ） 0 ．5 1　 0 ．6 5　　 0 ．0 9　　 0 ．3 7

タ ケ 亜 科

ネ ザ サ 節 型 1 ．6 6　　 2 ．3 6　　 7 ．0 8　 1 ．7 4　　 0 ．4 8　　 2 ．6 5　　 0 ．0 6　　 0 ．0 7　　 0 ．0 7 0 ．1 7　　　　　　　 0 ．0 3

ク マ ザ サ 属 型 0 ．1 5　　 0 ．0 6　　 0 ．3 9　　 0 ．2 3 ．　 0 ．2 3　 1 ．0 2　　 2 ．2 1　 2 ．2 5　　 0 ．9 8 4 ．6 1　 2 ．1 9　　 0 ．6 3　　 2 ．2 9　　 3 ．1 3　 1 ．3 8　 1 ．2 1

表3　植物珪酸体の顕微鏡写真

No．　分　類　群

（倍率はすべて400倍）

地点　　　試料名　　　　　No．　分　類　群　　　　　　　　　　　　　　地点　　　試料名

1　　ムギ類（頴の表皮細胞）

2　　　ヰビ族（ヒエ属？）

3　　　ウシクサ族（ススキ属など）

4　　　キビ族型

5　　　ウ　シクサ族型

6　　　ウ　シクサ族型（大型）

7　　　ネザサ節型

8　　　ネザサ節型

9　　クマザサ属型

FlO　　　　　2　　　　　　10　　クマザサ属型

FlO l ll　　　メダケ属型

FlO　　　　　2　　　　　　12　　　マダケ属型

H3　　　　　22　　　　　　13　　　表皮毛起源

H3　　　　　29　　　　　　14　　棒状珪酸体

FlO l　　　　　　15　　　棒状珪酸体

FlO l　　　　　　16　　　不明

H3　　　　　20　　　　　　17　　　不明

H3　　　　　　　27

FlO I

FlO　　　　　　　2

H3　　　　　　　20

FlO　　　　　　　4

H3　　　　　　　25

H3　　　　　　　25

H3　　　　　　　29

H3　　　　　20　　　　　　18　　　ブナ科（アカガシ亜属？〉　　　　　　　　　FlO l
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第7節　焼け石の熟ルミネッセンス年代測定

奈良教育大学応用物理学教室

長友恒人、西川浩司

焼け石を試料として、熟ルミネッセンス（TL）法による年代測定を行った。測定した試料は、アカホヤ

火山灰の直下にあたる第Ⅳ層中の集石遺構中の石（SIl、SI9）、多数の旧石器を包含するⅥ層下面

（SI104、SI106、No．4276）の礫と岩である。

1　試料処理

粉砕

試料の石は、（1）厚さ約10mmの円盤状になるように切断し、（2）円盤の外縁をさらに切断除去した後、

（3）残りの中心部を約10mm角のサイコロ状に切断して、（4）鋼鉄製の容器に入れて万力で粉砕した。粉砕

した粉末は200メッシュー60メッシュ（74〟．m－175〝m）の標準筒で粒度をそろえた。

石英の抽出と酸処理

粉末を20％Hclで1時間酸処理をした後、マグネチックセパレーターで磁性成分を除去した。磁性成分を

除去した残りの成分は石英と長石その他の非磁性鉱物であるが、これを20％のフッ酸で1時間処理すること

によって石英以外の鉱物を溶解した。このとき石英の表面は約10〝m溶解される。これを石英粗粒子法によ

る年代測定試料とした。

2　パレオドースの測定

測定にはバーショウ2000型のTLリーダーを使用した。光学フィルターは350－570nmのルミネッセンス

を透過する。昇温は50C／secで約500℃まで測定した。TLリーダーの出力はGPIBでパソコンに取り込

みグロウカーブの解析をパソコン上で行った。石英粗粒子法については、他を参照されたい。

3　年間線量の測定

パレオドースを石英粗粒子法によって測定したので、年間線量はβ線とγ＋宇宙線のそれぞれについて実

測で行った。

4　結果と考察

測定の結果を表に示す。年間線量のうちγ＋宇宙線量はⅤ層の測定値で代表させた。焼け石を採取したⅣ

層とⅥ層でそれぞれ測定するのが

理想的であるが、Ⅴ層の厚さが10

～30cmと比較的薄く、γ線量がβ

線量に対して小さいので大きな誤

差の原因にはならない。結果に誤

差を表示しなかったが、SI104

とSI106で約10％、その他の試

料については約20％の誤差が含ま

れていると考えてよい。ただし、

後述するようにTL強度にばらっ

表．熟ルミネッセンス年代測定結果

試　 料
蓄積線量 （G y） 年間線量 （m G y） T L 年代

（年）等価線量 スプラリニア 総 線 量
補正 β線量　 γ線量 β＋ γ

SIO l 5 6．7　　　 6．9 9　　 6 3．7 3 3．84　　 0．6 3　　 4．4 7 14 30 0 ＊）

S IO 9 2 4．8 0　 10．9　　　 3 5．7 2．0 1　 0．6 3　　 2．6 4 13 50 0 ＊）

S Il O4 5 1．2 6　 11．3 6　　 6 2．6 2 1．7 5　　 0．6 3　　 2．3 8 158 0 0

S IlO 6 5 5．2 1　 17．24　　 7 2．4 5 3．6 2　　 0．6 3　　 4．2 5 170 0 0

No．42 76 25 4．2　　　 0．0 0　 25 4．2 ＿　 ＊）

＊）本文を参照。SIは集石遺構の略号。
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きが多いので、厳密な誤差評価はあまり意味が

ないと考えられる。年間線量のうち、Nn4276に

ついてはβ線量率評価ができなかったので、他

の4試料の平均値を代用したが、これに伴う誤

差は最大に見積もって30％程度である。

これらのTL年代測定結果のうち、SIl，

SI9およびNn4276については実際の年代より

古い値が出ている可能性がある。このことを図

1、2に示したSIlのグロウカーブで考察す

る。

図1に破線で示した2本のグロウカーブが照

射をしていない試料（natural）であり、他は

naturalに15Gyから60Gyの照射をしたカーブ

であるが、どのカーブもばらつきが多い。これ

に対して、図2はSIlの処理済み試料を450

℃まで加熱処理（アニール）して測定したスプ

ラリニア補正のグロウカーブである。図3のグ

ロウカーブは図1のグロウカーブよりばらつき

が少ない。これはアニール処理によりすべての

石英粒子が一度高温度まで加熱されることによ
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図1．試料S11のTLグロウカーブ
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図2．試料SIlアニール後のグロウカーブ

り、いわゆるタイムゼロイング（過去のTLを

ゼロにする）が完全になされているためである。図1に示したグロウカーブのばらつきが多いのはこのタイ

ムゼロイングが不十分であったことを示している。すなわち、石の中心部が高温になるほどには十分に加熟

されず、測定した石英粒子のタイムゼロイングの程度に幅があったため、TL強度がばらついたものと推定

される。また、このことは石が形成されてからの地質時代のTLが石英粒子中に残っていることを意味し、

蓄積線量が見かけ上大きくなり、TL年代も実際より古く評価されたことになる。

試料No．4276はSIlO4、SI106と同じⅥ層下面から出土しているにもかかわらず、蓄積線量が異常に大き

い。この試料のTL年代を敢えて評価すれば約90，000年であるが、この試料に関しても、グロウカーブのば

らっきや層序を参考に考慮すれば焼け方が不十分であったものと結論される。

SIl04とSI106については、以上のような問題は見られない。

同じ層序から検出されているSIlO4、SI106とNo．4276の間にみられる上記のような焼け方の相違は石の

利用法に起因するかもしれない。

今回の測定では焼け石を試料としてTL法によって測定したが、焼け石を試料とする場合、石が十分に加

熱されていたかどうかは常に問題となる。最近光ルミネッセンス（OSL）年代測定法が遺跡文化層の年代

測定に有効な例があらわれている。今回の試料のように焼け石の検出文化層が重層的にある場合には、TL

法によって得られた焼け石のTL年代をOSL法による文化層の年代でチェックする方法が近い将来に有効

になると思われる。
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第8節　ま　と　め

今回の調査では、先土器時代において二つの文化層と縄文時代早期の遺構・遺物を検出した。

先土器時代では、火山灰分析により明らかにATを鍵層としてその上下から遺構・遺物が検出された。

AT下位の文化層は、出土範囲・出土量とも少量で石器としても、数点のスクレイパー類と石核、剥片類だ

けであったがその存在が確認されたことの意義は大きく、遺跡は調査区の北西側周辺に想定される。

出土した石材（376点）は、水晶、チャート、流紋岩、砂岩の順に多く、水晶の剥片類は全体に2～5cm

程度のものがほとんどを占め、剥片も縦長、幅広など一様ではない。流紋岩、砂岩には、5～6cmの小さな

石核類や、自然打面とした幅広の剥片、長さ6cm程度の縦長剥片がみられ、小型の石器類が想定される。こ

れまで、県内ではAT下位の石器群が確認されたのは、畑山遺跡（延岡市）、後牟田遺跡（川南町）で、特

に後牟田遺跡では、矢野原遺跡第Ⅷ層に相当する層から出土しているはか、AT下位に複数の文化層が確認

され、詳細な検討が待たれる。

AT上位にある第Ⅵ層は、尾根部で約30cm、傾斜地（南端部）で約60cmと層の厚さに格差が見られるが、

石器類は中位以下から出土し、接合資料の多くはそれぞれの遺物集中区で行われている。遺物の分布にはい

くっかのまとまりがみられたが、その中で、遺物が環状に分布し中央が空白地を呈している箇所、F・G－

4、F・G－5、J・K－6などがあるが、必ずしも礫群とは一致していない。

次に剥片剥離技術について石核からみると、大きくは、縦長剥片剥離（A類）、横長剥片剥離（B類）、そ

の他（C類）に分けられる。A類には4種類あり、1類は円礫を素材に、打面が作出されるもので比較的大

型の剥片を生産している。2類は分割礫を素材に、打面調整を行わなず単設打面のもの。3類は自然打面の

もの。4類は分割礫を素材に、打面調整を行い単設打面のものがある。また、4類には打面転移のものもみ

られるが、打面調整の可能性も残る。B類には、1類として分割礫を交互に割出していくもの、2類として

分割礫もしくは偏平な礫を素材に、打面調整を行って横長剥片を作出するもので瀬戸内技法の影響が窺える。

3類は大型の縦長剥片を素材とし直接横長剥片を割出している。C類として分割礫の可能性もあるが、自然

面を打面として、幅広の剥片を作出している。

出土遺物は、石器、剥片・細片まで含めると約3，000点にも及ぶ。石器もナイフ形石器、剥片尖頭器、角錐

状石器、錐のはか多くの削器・掻器・不定形石器・敲石・磨石・石核などで構成される。ナイフ形石器には、

縦長剥片や横長剥片を素材とするものがみられ、形態としては切り出し形ナイフが10点と多い。縦長剥片を

利用のものは、片形状を大きく変化させず、打面を残すものが多く、基部や先端部調整のものが目に付く。

横長剥片を素材とするものには、瀬戸内技法的な剥離技術により得られた国府型ナイフ形石器に類するもの

もみられる。剥片尖頭器は19点と出土量が多く、形態には両側の基部および先端部の一側線に加工が施され

るものが大部分で、一点だけ基部加工を裏面にも行っているものがみられた。その他、中原型と呼ばれる一

側縁に加工が施されるものや基部と先端部両側縁に加工が施されるものが1点ずっ出土している。角錐状石

器には、一面、二面、三面加工があり二面加工が主体で三面加工のものは1点のみである。横長剥片を素材

としている中には瀬戸内技法に近いものもみられる。

これら石器群はナイフ形石器文化の後期に位置付けられ、同様な石器組成の遺跡は赤木遺跡、地蔵ケ森遺

跡、百町原遺跡、船野遺跡、堂地西遺跡、垂水第1遺跡、金剛寺原第2遺跡などがある。本遺跡ではナイフ

形石器は切出し状のものが主体を占めるが、部分加工および横剥素材の一側縁加工のものもみられ、さらに

剥片尖頭器、角錐状石器を伴い、石核は分割礫をもとに打面調整を行わない単設打面が多いことを特徴とし、

大まかには垂水第1遺跡、金剛寺原第2遺跡などに後続する時期が想定されよう。

縄文時代早期の遺構・遺物は、土器の種類からみれば、草創期から手向山式直前までの長い時期が考えら
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れるが、炉穴状の土壌から縦位山形文の施された大型の土器が出土していることからすれば、この時期に主

体的に遺跡が形成された可能性がある。石器は、右膝・尖頭器など狩猟具が主体を占めるが、石匙などは見

られない。

今回、多種多様な遺構・遺物が検出されたが、それぞれについて詳細な報告をすることが出来なかった。

今後、機会を設けその責を果たさなければならない。

最後になりましたが、先土器時代の遺構・遺物については、別府大学の橘昌信先生や吉留秀敏氏（福岡市教

育委員会）に多大な指導を賜わった。十分に理解したと・は易々難いものがあり、それは筆者の不徳のいたすと

ころであります。
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図番号 出土地区 部　位 文　　　　 様 痴　　　 整 色　　　　 調
胎　 土　 の　 特　 徴 備　 考

外　 面 内　 面

1 工2 口　　 縁 内面　 口縁部上部に楕円押
型文 内外面ともナデ にぷい黄橿 にぷい黄桂 角閃石；長石 ；石英を含む

2 F 7 〝
外面　楕円押型文。内面
口線部上部に楕円押型文 内外面ともナデ 淡　　　 黄 淡　　　 黄 石粒を含む

3 Ⅹ10 口縁付近 外面　楕円押型文。内面
口縁部上部に楕円押型文

内外面ともナデ 橙 橙 角閃石、長石や砂粒を含む

4 G 3 胴　　 部 外面　楕円押型文 内外面ともナデ 浅　 黄　 栓 浅　 黄　 橙 砂粒を含む

5 H 9 〝 外面　楕円押型文 内外面ともナデ にぷい黄橙
灰　 黄　 褐

浅　 黄　 橙

にぷい黄橙
角閃石、石英の他、砂粒を含む

6 K 6 〝 外面　 楕円押型文 内外面ともナデ 浅黄 ・灰黄 淡　　　 黄 きめ細砂粒を微量含む

7 K 9 底部付近 外面　楕円押型文 内外面ともナデー 浅　 黄　 橙 浅 黄 ・橙 砂粒を含む

8 I 9 胴　　 部 外面　楕円押型文 内外面ともナデ 淡　　　 黄 淡　　　 黄 砂粒を含む

9 0 2 〝 外面　楕円押型文 内外面ともナデ
淡　　　 黄
灰　 黄　 褐 淡黄 ・灰 きめ細砂粒を微量に含む

10 H 9 〝 外面　楕円押型文 内外面ともナデ 浅　 黄　 橙 淡　　　 黄 多量の長石を含む

11 I 9 〝 外面　楕円押型文 内外面ともナデ 浅　 黄　 橿 浅　 黄　 橙 砂粒を含む

12 L 8 口　縁　部
外面　山形押型文。内面

口縁部上部山形押型文
内外面ともナデ にぷい黄橙 にぷい黄橿 長石、石英、微量の角閃石を含む 外面にスス付着

13 － 〝
口唇部　外面
内面　 口縁上部山形押型文 内外面ともナデ 栓 にぷい黄桂 角閃石、石英を多量に含む

14 E 3 胴 ‘ 部 外面山形押型文 内外面ともナデ 橙 橙 砂粒を含む

15 F 2 口　　 縁 外面　山形押型文
内面　山形押型文

内外面ともナデ にぷい黄栓 にぷい黄橙 長石を多量その他石英、角閃石を含む

16 G 2 胴　　 部 外面山形押型文 内外面ともナデ 栓 にぷい黄橙 角閃石、石英、長石を含む 外面スス付着

17 G 2 〝 外面山形押型文 内外面ともナデ 橙 ・黄 灰 黄　　　 橿
灰　 黄　 褐 砂粒を多量に含む

18 G 2 〝 外面山形押型文 内外面ともナデ にぷい黄橿 灰　 黄　 褐 長石を多量、角閃石、石英を少量含む 外面にスス付着

19
H 2　G 2
F 2 〝 外面山形押型文 内外面ともナデ 橙 ・黄 桂 明　 黄　 褐 角閃石、長石、石英を多量に含む 15と同一個体か

20 W lO 〝 外面山形押型文 内面　粗いナデ
外面　ナデ 橙 橙 1～4mm程度の砂粒を含む

21
W lO
W ll 〝 外面山形押型文 内外面ともナデ

内面に指押さえ 橙 橙 1～4mm程度の砂粒を含む 20と同一個体か

22 K 9 〝 外面山形押型文 内外面ともナデ 浅黄・灰黄 にぷ い黄 石英、長石、角閃石を微量含む

23 W lO 〝 外面山形押型文 内外面ともナデ 橙 橙 1～4皿皿程度の砂粒を含む 20と21と同一個体
か

24 － 〝 外面山形押型文 内外面ともナデ 淡　　　 黄 淡　　　 黄 きめ細砂粒を微量に含む

25 H 3 〝 外面山形押型文 内外面ともナデ 明　 黄　 褐 浅　　　 黄 石英、角閃石を微量含む

26 H 9 〝 外面山形押型文
内外面ともナデ
下部は山形押型文の後ナデ 橿 灰　 黄　 褐 角閃石、石英、長石を含む

27 F 3 〝 外面山形押型文 内外面ともナデ にぷい黄橙 灰　 黄　 褐 長石を多量、角閃石、石英を少量含む 外面スス付着

18と同一個体か

28 M 9 〝 外面山形押型文 内外面ともヨコナデ に云い黄栓 浅　 黄　 橿 きめ細石英、角閃石微量に含む

29 L 8 〝 外面山形押型文 内外面ともヨコナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 石英、長石、角閃石を微量含む

30 M 2 〝 外面山形押型文 内外面ともナデ 淡　　　 黄 淡　　　 黄 砂粒を多量に含む

31 K 9 〝 外面山形押型文 内外面ともナデ 橙 桂 石英の他砂粒を含む

32 L 2 底　　 部 外面山形押型文 内外面底部ともナデ 浅　 黄　 橙 淡　　　 黄 砂粒を含む

33 J lO 〝 外面山形押型文 内外面底部ナデ 明　 黄　 褐 にぷい黄栓 砂粒を含む

3°4 M 5 〝 外面山形押型文 内外面底部ともナデ 浅　　　 黄 淡　　　 黄 砂粒を含む

35 Ill 口縁部～
胴部

口唇恥 の押凪外面タテ斜方向
の撚糸丸 内面ヨコ方向の脚紋 内外面ともナデ 明　 赤　 褐 明　 赤　 福 赤褐色の砂粒を多量に含む

36 J 9 口　縁　部 口唇珊孫の押凪 外面タテ方向
の鮎 丸 内面斜方向の願 文

内外面ともナデ にぷい赤褐
明　 赤　 禍

栓 赤褐色の砂粒を多量に含む

37 M 2 〝 外面タテ方向の撚糸文 外面　ナデ
内面　 ヨコナデ

赤　　　 褐 明　 赤　 福 赤褐色の砂粒を多量に含む

表2　土器観察表
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図番号 出土地区 部　 位 文　　　　 様 調　　　　 整
色　　　　 調

胎　 土　 の　 特　 徴 備　 考
外　 面 内　 面

38 I 7 口　縁　 部
口唇部　 撚糸文

外面　 斜方向撚糸文

外面　 ナデ

内面　 工具によるヨコナデ
桂 橙 赤褐色の砂粒を多量に含む

39 N 4 〝
口唇部　 ヨコ方向の撚糸文

外面　 タテ方向の撚糸文
内外面ともナデ

栓

にぷ い黄栓
栓 赤褐色の砂粒を多量に含む

40 G 4 〝
外面　ヨコ方臥 格刊樹方向の撚

糸丸 内面　 ヨコ方向の撚糸文
内外面ともナデ

桂

黒　　　 褐
桂 赤褐色の砂粒を多量に含む

41 J g 〝
外面　 タテ方向の撚糸文

内面口縁より1．7血下から撚糸文

内面撚糸文の後ナデ

外面　 ナデ
にぷ い赤褐 にぷい赤褐 赤褐色の砂粒を多量に含む

42 G 2 〝
口庸嗣県ヨコ方向の撚糸丸外面タテ方

向の撚糸丸内面鵬洞の撚糸文
内外面ともナデ 明　 赤　 褐 橙 赤褐色の砂粒を多量に含む

43 Ill 〝
口唇部撚糸文。外面タテ方向の

撚糸文。内面ヨコ方向の撚糸文
内外面ともナデ 明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 赤褐色の砂粒を多量に含む

44 L 8 〝
外面タテ方向の撚糸文

内面ヨコ方向の撚糸文

外面ナデ

内面ヨコナデ
明　　　 褐 明　 赤　 褐 赤褐色の砂粒を多量に含む

45 Ill 〝
ロ柵 ヨコ銅球組 蠣タテ加の齢

丸緬ヨコ加の齢文の上哺加唖紋
内外面ともナデ 明　 赤　 褐

明　 赤　 福

黒　　　 褐
赤褐色の砂粒を多量に含む

46 H ll 胴　　 部
外面タテ方向とヨコ方向の撚糸

文。内面ヨコ方向の撚糸文

外面ナデ

内面ヨコナデ
にぷい赤福 に ぷ い 褐 赤褐色の砂粒を多量に含む

47 I ll 〝
外面タテ方向の撚糸文

内面ヨコ方向の撚糸文
内外面ともナデ 桂 にぷい赤褐 赤褐色の砂粒を多量に含む

48 I 11 〝
外面タテ加の撚糸丸内面ヨコ方向の撚糸

九一滴その上に斜加の掛文
内外面ともヨコナデ にぷい赤 褐 にぷい赤褐 赤褐色の砂粒を多量に含む

49 S 7 〝 外面格子状の撚糸文 内外面ともナデ 明　 赤　 褐 橙 赤褐色の砂粒を多量に含む

50 I ll 〝
外面タテ方向の上にヨコ方句の撚

糸丸 内面ヨコ方向の撚糸文

外面ヨコナデー部工具によ

るヨコナデ。内面ヨコナデ
栓 に ぷ い 褐 赤褐色の砂粒を多量に含む

51 － 〝
外面にタテ方向の撚糸文

内面にヨコ方向の撚糸文
内外面ともナデ 明　 黄　 褐 桂 赤褐色の砂粒を多量に含む

52 L lO 〝 外面にタテ方向の撚糸文
外面はナデ

内面はヨコナデ
褐

桂

にぷい黄橿
赤褐色の砂粒を多量に含む

53 ・I 9 、 L 6 〝
外面にタテ方向と斜方向の

撚糸文
内外面ともヨコナデ 明　 赤　 褐 橙 赤褐色の砂粒を多量に含む

54 H 3 〝 外面にタテ方向の撚糸文
外面はナデム内面はナデ、

一部工具によるナデ
にぷい赤褐

桂

にぷい赤褐
赤褐色の砂粒を多量に含む

55 C 5 〝 外面にタテ方向の撚糸文
外面はナデム内面はナデ、

一部工具によるナデ
明　 赤　 褐

桂

・にぷい黄褐

赤褐色の砂粒を多幸に含む

56 I lO 口　 綾　 部
愉 胡臼状の軋 内面［瑠上部に網

目状唖 紋、口脚 に網目状嚇 文
内外面ともヨコナデ

橙

灰　　　 褐

橙

に ぷ い 褐
赤褐色の砂粒を多量に含む 推定口径13cm

57 I 8 、 K lO 頚　　 部
外面に網目状の撚糸文。内面

頸軋ヒ部に網目状の撚糸文
内外面ともヨコナデ

明　 赤　 褐

灰　　　 褐

明　 赤　 福

にぷい赤褐
赤褐色の砂粒を多量に含む

58 I 8 口　 縁　 部
外面に網目状鴫 航 内面口縁上部に網

目状唖 紋 口尉欄 臼状胡椒文
内外面ともナデ 橙 栓 赤褐色の砂粒を多量に含む

59 I 8 〝
内外面とも網目状の撚糸文

口唇部に網目状の撚糸文
内外面ともナデ 暗　　　 褐 明　 赤　 褐 赤褐色の砂粒を多量に含む

60 0 2 胴　　 部 外面上部に網目状の撚糸文
外面上部はナス 下部は網目撚糸文

の後ヨコナ荒 内面はヨコナデ
橙 明　 黄　 褐 長右、石英、角閃石を含む 内面に炭化物

61・ H 3 隼 外面に網目状の撚糸文
外面はナデ

内面はヨコナデ
明　 赤　 福 灰　　　 褐 赤褐色の砂粒を多量に含む

62 0 3 〝
外面に網目状の撚糸文。内

面上部に網目状の撚糸文
内外面ともヨコナデ に ぷ い 桂

橙

灰　　　 褐
赤褐色の砂粒を多量に含む 外面にスス

63 I 9 口　 綾　 部 外面に撚糸文 内外面ともヨコナデ 褐 暗　　　 褐 赤褐色の砂粒を多量に含む

64 I lO 〝 外面に不規則な撚糸文
外面はナデ

内面はヨコナデ
明　 赤　 福 明　 赤　 褐 赤褐色の砂粒を多量に含む 内面に炭化物

65 － 胴　　 部 外面上部に斜方向の撚糸文
外面はナデ

内面はヨコナデ

明　 赤　 福

にぷ い赤褐
にぷ い赤褐 大粒の赤褐色の砂粒を多量に含む

66 N 2 〝 外面に斜方向の撚糸文
外面はナデ

内面はヨコナデ

明　 赤　 褐

にぷ い赤褐
にぷ い赤福 赤褐色の砂粒を多量に含む

67 L 8 〝 外面に撚糸文
外面はナデ

内面は斜方向のナデ
灰　　　 褐 橙 赤褐色の砂粒を多量に含む

68 － 〝
外面に網目状の撚糸文

内面上部に網目状の撚糸文
内外面ともナデ 橙

橙

にぷ い黄樫
赤褐色の砂粒を多量に含む

69 I 2 〝
外面L 字に区画する撚糸文 外面はナデ

に ぷ い 橙 褐　　　 灰
赤褐色の砂粒 も多量に含む

内面撚糸文？ 内面はナデ、－増肝旨ナデ 角閃石を微量に含む

70 S lO 〝 外面に山形状の撚糸文 内外面ともナデ 浅　 黄　 橙 浅　 黄　 橙 長石を微量に含む

71 0 2 〝 外面に山形状の撚糸文 内外面ともナデ 浅　 黄　 橙 にぷ い黄橙 長石を微量に含む

72 H ll 口　 縁　 部 外面に波状の撚糸文 内外面ともナデ にぷ い黄桂 にぷ い黄桂 角閃石を微量含み、きめ細

73 I lO 胴　　 部 外面に波状の撚糸文
外面はナデ、撚糸文の後ナデ。

内面はナテ＼－一部指押さえ？
淡　　　 黄 淡　 黄　 橙 角閃石を微量含み、きめ細

74 I 9 〝 外面に波状の撚糸文 内外面ともナデ にぷ い黄橿 浅　 黄　 橙 角閃石を微量含み、きめ細

75 K 7 〝 外面に波状の撚糸文 内外面ともナデ にぷ い黄栓 浅　 黄　 栓 角閃石を微量含み、きめ細

76
M 2

M 3 〝 外面に縄文 内外面ともナデ
橙

にぷ い黄褐

灰　 黄　 褐

にぷ い黄栓
長石、石英を含む

77 M 2 口 縁　 部
外面に縄文

内面口緑上部に縄文
内外面ともナデ に ぷ い 栓

に ぷ い 橙

黒　　　 褐
長石、石英を含む

78 H 3 〝
外面に縄文

内面口縁上部に縄文？
内外面ともナデ にぷ い黄橙 にぷい黄栓 長石、石英、角閃石を含む
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図番号 出土地区 部　位 文　　　　 様 調　　　　 整
色　　　　 調

胎　 土　 の　 特　 徴 備　 考
外　 面 内　 面

79 I 9 胴　　 部 外面に縄文 内外面ともナデ 淡　　　 黄 淡　　　 黄 石英、角閃石を含む 76～78よりも調整
が良好

80 M 2 〝 外面に縄文 内外面ともナデ にぷい黄橙 にぷい黄橙 長石、石英を含む

81 G 3 口 綾 部
口唇部に押凪 外耐腔のある突乳
幅広の楓 内面LL朗嘩文 内外面ともナデ 淡　　　 黄 浅　 黄　 栓

黄　　　 灰
長石を含む
きめ細

外面にスス

82 E 2 〝
口唇部に押圧。外面刻み目
突誌 内面山形押型文 内外面ともナデ 灰　　　 白 淡　　　 黄 きめ細で長石を微量含む

83 H 2 〝
口唇部に押凪 外面押圧のある突鼠
幅広の楓 内面LL耐嘩蚊 内外面ともナデ 淡黄 ・黄灰

浅　 黄　 橙
黄　　　 灰

長石を含む

きめ細
外面にスス

84 E 3 〝
口唇部に押圧。外面刻み目
突欝。内面山形押型文

内外面ともナデ 灰　　　 白．
浅　 黄　 橙 にぷい黄橙 石英、長石を含む

85 － 胴　　 部 外面に縦位の刺実のある突
帯、沈線

内外面ともナデ 浅　 黄　 橙 黄　　　 栓 長石を多量の他、角閃石、石英を含む

86 K lO 〝 内外面ともに繊維混 内外面ともヨコナデ 栓 橙
明　 黄　 褐

角閃石を多量に含む 穿孔

87 G ll、JlO 〝 内外面ともに繊維混 内外面ともヨコナデ 明　 赤　 褐 明　 赤　 褐
にぷ い橙

角閃石を多量に含む
3mm大の砂粒を含む

88 M 9 〝 内外面ともに繊維混 内外面ともナデ にぷ い栓 橙 角閃石を多量に含む

89 L 8 口 縁　部 － 内外面ともヨコナデ 明　　　 褐 明　　　 褐 砂粒を含む

90 L lO 〝 －
外面はナ荒 内面は工具による

ヨコナ荒 口唇部はヨコナデ
にぷい黄橙 灰　 黄　 褐 ー長石、石英、角閃石を含む

触晩良好
穿孔

91 H lO 〝 － 内外面ともヨコナデ 明　 赤　 柚 明　　　 褐 細な砂粒を含む

92 L 8 〝 － 内外面ともナデ 灰　　　 黄 灰　　　 黄 長石、石英、角閃石を含む

93 H lO 〝 － 内外面ともヨコナデ 明　　　 褐 栓 細な砂粒を含む

94 L lO 〝 －
外面はヨコナえー瀾鯛も内面は工具に

よるヨコナ元一潮 え口脚はヨコげ
灰　 黄　 褐
にぷい黄桂

灰　 黄　 褐 長石、石英、角閃石を含む 外面にスス
推定口径29皿

95 M 4 〝 － 内外面ともヨコナデ にぷ い栓 に ぷ い橙 砂粒を含む

96 J 9、W ll 〝 －
内外面ともヨコナデ
内面一一部指ナデ にぷい黄栓 灰　　　 黄 長石、石英、角閃石を含む

97 L lO 〝 － 内外面ともヨコナデ にぷい黄橿 灰　　　 黄 長石、石英、角閃石を含む

98 K 9 〝 口唇部に撚糸による押圧 外面はナデ
内面はタテ方向の指ナデ 明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 大粒の赤褐色の砂粒を多量に含む

99 D 3 〝 － 内外面ともヨコナデ 明　 赤　 褐 明　 赤　 福 ′大粒の赤褐色の砂粒を多量に含む

100 J g 〝 － 内外面ともナデ 浅　　　 黄
オリーブ褐

にぷい黄栓 石英、長石を微量
きめ細

101 L lO 〝 － 内外面ともヨコナデ 暗　 灰　 黄
明　 黄　 褐

‘暗　 灰　 黄 長石、石英、角閃石を含む

102
H ll、K9、JlO
M 9、LlO

胴　　 部 －
外面は丁寧なナデ。内面は

ヨコ斜方向のナデ

浅　　　 黄
浅　 黄　 橙 灰黄 ・淡黄 長石、石英、角閃石を含む 内面に炭化物

103 － 〝 外面撚糸文？ 外面は粗いナデ。内面はヨ

コ・斜方向のナデ
にぷ い褐 にぷい赤褐 角閃石を多量に含み、石英、長石を微量 外面にスス

内面に炭化物

104 H 8 口　綾　部 －
外面はヨコナデ。内面はナ
デ。口唇部はヨコナデ

明　 赤　 褐 褐 長石、石英、角閃石を多量に含む

105 － 〝 外面撚糸文？
外面はヨコナえ斜方向のナ荒内面はヨ

コ・紺泊のナ荒口唇部はヨコげ

にぷい赤褐
褐　　　 灰

にぷい赤褐
黒　　　 褐

大粒の赤褐色の砂粒を多量に含む

106 K 9 〝 － 内外面ともナデ 赤　　　 福 赤　　　 褐 赤褐色の砂粒を多量に含む 胎土が撚糸文に類
似

107 N 2 〝 － 内外面ともナデ 淡　　　 黄 淡　　　 黄 砂粒を含む 焼成やや不良

108 J g 〝 口縁部直下に病状の突貫 外面は斜方向のナデ
内面はナデ にぷ い 桂 橙 長石、石英、角閃石を多量に含む

109 F 2 胴　　 部 外面に刺実のある突帯 内外面ともナデ 黄　　　 橙 にぷ い 橙 石英、長石を含む

110 H 2 〝 外面に束峡のある突帯 内外面ともナデ 橙 ・灰 白 黄　　　 橙 砂粒を含む

111 H 2 〝 外面に突帯 内外面ともナデ 浅　 黄　 栓 灰　 黄　 褐 石英、長石を含む

112 B 3 底　　 部 － 内外面ともナデ 橙

にぷ い 褐
にぷい黄橙 長石、大粒の砂粒を含む 推定底径11．2皿

113 I 8 〝 － 内外面ともナデ 桂 橙 ・灰 白 石英、長石、角閃石を含む あげ底

114 W 6 〝 －
外面は粗いナデ
内面はナデ、一部指ナデ

橙
にぷい黄橙

淡　　　 黄 大粒の砂粒を含む．

115 K 8 〝 －
外面はナデ
内面はナデ、」珊押さえ？

灰　 黄　 褐

にぷい黄桂
灰　　　 黄 大粒の砂粒右多量に含む

116 J lO 〝 － 内外面ともナデ 淡　 黄　 栓 灰　　　 黄 長石、大粒の砂粒を含む あげ底

117 － 底部付近 － 内外面ともナデ にぷ い 褐 明　 黄　 褐 砂粒を含む 尖底？

118 I 9 底　　 部 －
外面はナデ
内面はヨコナデ 明　　　 褐 明　 赤　 褐 角閃石、石英、砂粒を含む 尖底？

119
I 9、IlO
J 9

底部付近 －
外面はナデ
内面はヨコナデ 明　 赤　 褐 明　 赤　 褐 ・赤褐色の砂粒を多量に含む 丸底？。撚糸文の

胎土に類似
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表3　石器観察表（1）

番 号 器　 種 出 土 区 長 さ 皿 幅　 cm 厚 さ 皿 重 さ g 石　　 材 備　　　　　 考

1 石　 金族 2 ．77 1 ，9 0 ，65 （2 ．9） チ ャ ー ト I － A　　　　　 胴 一 部 欠 損

2 〝 H 8 2 ．7 （2 ．0 5） 0 ．68 （2 ．5） 〝 I － C － a　　　　 片 脚 欠 損

3 〝 Ⅹ 5 2 ．1 1 ．7 5 1 ．1 （0 ．8） 〝 I － C － a　　　　　 完 形 品

4 〝 K 9 （2 ．1） 1 ．8 8 0 ．47 （1．5） 〝 I － C － a　　　 先 端 部 欠 損

5 〝 2 ．7 1 ．9 0 ．4 1 ．6 〝 I － C － a　　　　　 完 形 品

6 〝 2 ．3 1 ．7 0 ．6 1 ．5 〝 I － C － a　　　　　 完 形 品

7 〝 G lO 1 ．9 3 1 ．6 0 ．25 0 ．6 〝 I － C － b　　　　　 完 形 品

8 〝 H 9 2 ．3 1 ．5 2 0 ．37 0 ．9 〝 I － C － b　　　　　 完 形 品

9 〝 H 2 2 ．6 5 （1 ．5 2） 0 ．4 5 （1 ．4 ） 〝 I － C － b　　　　 片 肺 欠 損

10 〝 I 11 2 ．11 2 ．6 2 0 ．33 0 ．8 〝 I － C － b　　　　　 完 形 品

1 1 〝 M 4 2 ．2 （1 ．4 ） 0 ．35 （0 ．7 ） 〝 ．I － C － b　　　　 片 脚 欠 損

12 〝 J lO 3 ．0 （1 ．5 7） 0 ．3 （1 ．2 ） 〝 I － C － b　　　　 片 脚 欠 損

13 〝 K lO 2 ．15 1 ．5 0 ．2 9 0 ．7 〝 I － C － b　　　　　 完 形 品

14 〝 2 ．4 （1 ．4 5） 0 ．3 （0 ．7 ） 〝 I － C － b　　　　 片 脚 欠 損

15 〝 J 9 ・ 2 ．0 （1 ．3 2） 0 ．2 （0 ．4 ） 〝 I － C － b　　　　 片 脚 欠 損

16 〝 K 6 （1 ．9 2） 2 ．0 0 ．3 2 （1 ．1） 〝 I － C － b　　　 先 端 部 欠 損

17 〝 B 3 （1 ．8 7） 1 ．5 0 ．27 （0 ．5 ） 流 紋 岩 I － C － C　　　 先 端 部 欠 損

18 ′′ Z ll 2 ．5 5 1 ．7 8 0 ．3 7 0 ．9 黒 曜 石 姫 島 産　 I － C － C　 完 形 品

19 〝 L 9 2 ．13 1 ．3 0 ．2 9 0 ．6 チ ャ ー ト I － C － C　　　　　 完 形 品

20 〝 D 2 （2 ．5 1） 1 ．4 5 0 ．4 （1 ．3 ） 貢　　 岩 I － C － C　　　 先 端 部 欠 損

2 1 ′′ （2 ．1） 1 ．7 0 ．5 （1 ．2 ） チ ャ ー ト I － C － C　　　 先 端 部 欠 損

22 〝 2 ．4 1 ．9 0 ．4 1 ．1 〝 I － C － C　　　　　 完 形 品

23 ．〝 I 9 1 ．7 3 （1 ．3） 0 ．2 5 （0 ．3 ） 〝 I － C － d　　　　 片 脚 欠 損

24 〝 I lO 1 ．8 （1．02 ） 0 ．3 2 （0 ．3 ） 〝 I － C － d　　　　 片 脚 欠 損

25 〝 I ll 2 ．4 5 2 ．3 0 ．8 3 ．8 〝 Ⅱ － B　　　　　　　 完 形 品

26 〝 H 9 2 ．0 2 ．05 0 ．5 1 ．7 〝 Ⅱ － C － a　　　　　 完 形 品

27 〝 Ⅹ 10 1 ．9 3 （1．35 ） 0 ．2 8 （0 ．6 ） 〝 Ⅱ － C － a　　　　 片 肺 欠 損

28 〝 J 9 1 ．3 5 1．28 0 ．2 2 0 ．3 〝 Ⅱ － C － a　　　　　 完 形 品

29 〝 F lO 1 ．2 8 1．13 0 ．2 5 （0 ．4 ） 〝 Ⅱ － C － a　　　　　 完 形 品

30 〝 G 2 1 ．5 1．35 0 ．5 0 ．7 水　　 晶 Ⅱ － C － a　　　　　 完 形 品

3 1 〝 B 2 0 ．58 0 ．58 0 ．3 2 0 ．6 チ ャ ー ト Ⅱ － C － b　　　　　 完 形 品

32 〝 L lO 1．6 1 ．5 0 ．3 9 0 ．7 〝 Ⅱ － C － b　　　　　 完 形 品

3 3 〝 L lO 1 ．89 1 ．8　＿ 0 ．5 1 ．1 〝 Ⅱ － C － b　　　　　 完 形 品

34 〝 I 9 1 ．95 1 ．9 2 0 ．4 3 1 ．3 〝 Ⅱ － C － b　　　　　 完 形 品

3 5 〝 H 3 1．8 （1 ．6 2） 0 ．4 （0 ．9） 〝 Ⅱ － C － C　　　　 片 肺 欠 損

3 6 〝 H 8 1 ．95 （1 ．5 8） 0 ．53 （1．3） 〝 Ⅱ － C － C　　　　 片 脚 欠 損

3 7 〝 1 E 3 2 ．6 1 ．3 3 0 ．3 0 ．9 〝 Ⅲ － C － a　　　　　 完 形 品

・3 8 〝 B 3 2 ．3 1 ．5 0 ．4 1．1 〝 Ⅲ － C － a　　　　　 完 形 品

3 9 〝 G 2 （2 ．08 ） 1 ．2 5 0 ．37 （0 ．9） 〝 Ⅲ － C － a　　　 先 端 部 欠 損

4 0 〝 G 2 （1 ．4 1 ） 1 ．1 0 ．3 1 （0 ．6） 〝 Ⅲ － C － a　　　 先 端 部 欠 損

4 1 〝 L 9 （1．53 ） 1 ．3 0 ．38 （0 ．9） 〝 Ⅱ － C － a　　　 先 端 部 欠 損

〝 H 9 2 ．1 （1 ．4 ） 0 ．3 （0 ．8） 〝 Ⅱ － C － a　　　 先 端 部 欠 損

〝 H 9 1．73 1 ．1 0 ．3 0 ．6 〝 Ⅱ － C － a　　　　　 完 成 品

〝 H lO （1 ．7） （1 ．4 ） 0 ．5 （1 ．0） 〝 Ⅱ － C － C　　　　 胴 部 の み

〝 Y lO （1‘．9） （1 ．3 2） （0 ．5） （1．4 ） 〝 胴 部 の み

〝 、I 9 （1 ．88 ） 1 ．7 9 0 ．5 （1 ．5） 〝 I － A　　　 先 端 ・片 脚 欠 損

〝 B 3 2 ．21 （1 ．8 1） 0 ．5 （1．6） 〝 Ⅱ － C － a　　　　 片 脚 欠 損

〝 E 3 （1 ．05 ） （0 ．9） （0 ．28 ） （0 ．3） 〝 胴 部 の み

〝 Z ll （1 ．75 ） （1 ．7） （0 ．5） （1．2） 〝 片 脚 の み

〝 B 3 （1．1） 1 ．6 0 ．5 （0 ．8） 〝 I － A　　　　　 先 端 部 欠 損

〝 I 9 （1．5） （0 ．9 2） （0 ．4） （0 ．6） 〝 先 端 部 の み

〝 H 9 （1 ．17 ） （0 ．6 ） （0 ．18 ） （0 ．1） 〝 胴 部 の み

〝 M 9 （2 ．38 ） 1 ．12 0 ．37 （1．0） 〝 Ⅲ － C － a　　 先 端 ・片 脚 欠

〝 H 9 （1．33 ） 1 ．0 8 0 ．25 （0 ．4） 〝 Ⅱ － C － a　　　 先 端 部 欠 損
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石器観察表（2）

番 号 器　 種 出 土 区 長 さ 皿 幅　 皿 厚 さ 皿 重 さ g 石　　 材 備　　　　　 考

石　 金族 F l O （1 ．6 2） 1 ．53 0 ．3 5 （0 ．7 ） チ ャ ー ト I － C － b　　　 先 端 部 欠 損

〝 E 2 1 ．2 3 1 ．4 3 0 ．3 5 0 ．4 〝 Ⅱ － C － C　　　　　 完 形 品

〝 M 4 1 ．5 （1 ．38 ） 0 ．3 （0 ．4） 〝 Ⅱ － C － a　　　　 片 脚 欠 損

〝 L 5 （1 ．6 2） 1 ．4 8 0 ．4 1 （0 ．9） 〝 I － C － b　　　 先 端 部 欠 損

〝 L l O 2 ．7 2 ．3 2 0 ．7 3 ．9 〝 Ⅱ 一 B　　　　　　　 完 形 品

〝 J 9 1 ．2 9 1．3 0 ．3 5 0 ．4 〝 Ⅱ － C － b　　　　　 完 形 品

〝 J 9 （2 ．29 ） （1．3） （0 ．3 ） （0 ．6） 貢　　 岩 Ⅱ － C － a　 片 脚 ・胴 部 欠 損

〝 I 9 （1 ．23 ） （1 ．6 2） （0 ．4 6） （0 ．9） チ ャ ー ト 片 脚 の み

〝 M 9 （1 ．9 2） 1 ．9 8 0 ．2 9 （0 ．7） 〝 両 脚 の み

〝 J l O （2 ．4 ） （1 ．9 5） 0 ．4 7 （2 ．1） 〝 I － A　　　　　　 脚 部 欠 損

〝 K 7 （1 ．23 ） （1 ．9 2） （0 ．4 2） （1 ．1） 〝 両 脚 の み

〝 G 2 （1 ．18 ） （1 ．32） （0 ．3 7） （0 ．4） 〝 先 端 部 の み

〝 F 7 （1 ．48 ） （1 ．39） （0 ．3 7） （0 ．6） 〝 先 端 部 の み

〝 J 9 （1 ．9 2） （1 ．53 ） （0 ．4 3） （1 ．0） 〝 両 脚 欠 損

〝 I 9 1 ．6 8 （1 ．08 ） ・0 ．4 3 （0 ．4） 〝 Ⅱ － C － C　　　　 片 脚 欠 損

〝 K 7 （1 ．9 8） （1．32 ） （0 ．4 ） （0 ．9 ） 黒 曜 石 姫 島 産　　　　　 先 端 部 の み

〝 L l O 2 ．8 3 2 ．4 5 0 ．7 3 3 ．5 チ ャ ー ト Ⅱ － C － C　　　　　 完 形 品

〝 L 8 （2 ．0 ） （1 ．9） （0 ．5 8） （1 ．7 ） 〝 I － A　　　　　 先 端 部 の み

〝 E 2 （1 ．9 8） （1．88 ） （0 ．5 3） （1 ．5 ） 〝 先 端 部 の み

〝 K 9 2 ．0 （1 ．3） 0 ．2 5 （0 ．6 ） 〝 片 脚 欠 損

〝 J 8 2 ．7 5 2 ．3 0 ．7 3 ．7 〝 I － A

〝 I l l 1 ．6 8 1．4 2 0 ．3 0 ．6 〝 Ⅱ － C － a　　　　　 完 形 品

〝 K 9 2 ．5 3 （2 ．23 ） 0 ．37 （1 ．2 ） 〝 Ⅱ － C － a　　　　 片 脚 欠 損

〝 I 9 （2 ．0 2） （1 ．53 ） 0 ．4 3 （0 ．9 ） 〝 I － C － b　 先 端 ・片 脚 欠 損

〝 K 9 （2 ．2 3） （1 ．45 ） 0 ．5 （1 ．3 ） 〝 両 脚 欠 損

〝 N l O 2 ．4 （1 ．4 ） 0 ．3 （1 ．1） 〝 片 脚 欠 損

〝 I l O 1 ．9 3 （1 ．7 ） 0 ．3 3 （0 ．7 ） 〝 Ⅱ － C － b　　　　 片 脚 欠 損

〝 K 5 （1 ．2 2） （1．07 ） （0 ．3 1） （0 ．4 ） ′／ 胴 部 の み

〝 H 4 （1 ．5 2） 1 ．7 0 ．5 （1 ．0 ） 〝 I － C － b　　　 先 端 部 欠 損

〝 F 6 （1 ．7 2） 1．78 0 ．3 8 （1 ．1） 〝 I － C － b　　　 先 端 部 欠 損

〝 I l O （1 ．9 ） （1．18 ） （0 ．3） （0 ．7 ） 〝 先 端 部 の み

〝 K 9 1 ．3 5 （1．45 ） 0 ．3 5 （0 ．6 ） 〝 先 端 ・片 脚 欠 損

〝 F 4 （1 ．4 ） 1 ．88 0 ．4 3 （1 ．1） 〝 I ⊥ C － b　　　 先 端 部 欠 損

〝 F 3 1 ．8 （1 ．4） 0 ．4 2 0 ．8 〝 I － C － b　　　　 片 肺 欠 損

〝 Y l l （2 ．1） （1．75 ） 0 ．4 （1 ．3 ） 〝 Ⅱ － C － C l先 端 ・片 脚 欠 損

〝 J 9 2 ．3 2 （1．37 ） 0 ．3 5 （0 ．8 ） 〝 I － C － b　　　　 片 脚 欠 損

〝 K 9 1 ．8 5 （2 ．1 1） 0 ．3 （1 ．1） 〝 I － A　　　　　　 胴 部 欠 損

〝 G 2 2 ．0 1．1 5 0 ．4 0 ．8 流 紋 岩 I － C － b　　　　　 完 形 品

〝 E 3 3 ．2 2 ．2 3 0 ．5 2 （0 ．3 2） チ ャ ー ト Ⅱ － C － a　　 胴 部 一 部 欠 損

〝 F 7 （1 ．5 2） 1 ．4 0 ．3 （0 ．5 ） 〝 Ⅱ － C － b　　　 先 端 部 欠 損

〝 I l l （1 ．6 5） 1 ．6 0 ．3 2 （0 ．8 ） 〝 I － C － b　　　 先 端 部 欠 損

〝 J 9 2 ．2 （1．45 ） 0 ．3 5 （0 ．9 ） 〝 Ⅱ － C － a　　　　 片 脚 欠 損

〝 1 ．5 1．5 8 0 ．4 3 0 ．8 〝 Ⅱ － C － b　　　　　 完 形 品

〝 I 8 （1 ．2 ） 1 ．73 （0 ．5） （0 ．8 ） 〝 先 端 部 欠 損

〝 J 9 （1 ．5 ） （1 ．13 ） （0 ．4 ） （0 ．5 ） 〝 先 端 部 の み

〝 J l O （1 ．4 ） （1 ．35 ） （0 ．3 2） （0 ．3 ） 〝 先 端 部 の み

〝 1 号 土 壌 1 ．6 1 （1 ．35 ） 0 ．4 5 （0 ．7 ） 〝 Ⅱ － C － a　　　　 片 肺 欠 損

〝 G 2 （2 ．1 7） （1．3） 0 ．5 5 （1 ．5 ） 〝 Ⅱ － C － b　　　　 胴 部 の み

4 2 尖 頭 器 H 9 3 ．1 2 2 ．7 0 ．9 8 〝

4 3 〝 S 7 2 ．7 8 2 ．1 6 2 ．0 5 ．1 〝

4 4 〝 H l l （2 ．6 3） 2 ．55 1 ．0 4 （7 ．8 ） 〝

4 5 〝 H l O （2 ．44 ） 2 ．62 0 ．9 8 （6 ．7 ） 〝

H l O 2 ．7 2 ．2 0 ．4 1 ．9

I l l 2 ．6 2 ．2 0 ．8 4 ．8
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石器観察表（3）

番 号 器　 種 出 土 区 長 さ 皿 幅　 皿 厚 さ 皿 重 さ g 石　　 材 備　　　　　 考

〝 C 5 1 ．8 5 1 7 5 1 ．1 3 ．7 チ ャ ー ト

〝 J 9 3 ．0 2 ．6 0 ．9 6 ．1 〝

〝 H l O 1 ．5 8 2 ．0 0 ．6 3 ．0 〝

〝 J 9 3 ．1 5 3 ．0 5 1 ．1 8 ．9 〝

〝 G l O 3 ．3 3 ．2 0 ．7 8 ．2 〝

〝 I l l 2 ．7 1 ．7 0 ．9 3 ．5 〝

〝 M 8 2 ．8 1 ．7 2 0 ．5 9 2 ．7 〝

〝 J 9 3 ．0 5 1 ．7 0 ．7 5 3 ．6 〝

〝 J 9 1 ．8 5 1 ．6 0 ．5 1 ．3 〝

〝 N l O 3 ．4 5 2 ．6 8 1 ．1 1 0 ．4 〝

〝 K 9 2 ．7 9 2 ．0 0 ．6 2 ．6 〝

・〝 K 9 2 ．7 8 1 ．4 0 ．6 2 ．8 〝

〝 H 2 3 ．3 1 ．9 0 ．9 5 ．5 〝

〝 F 3 3 ．4 1 ．8 1 ．0 8 6 ．1 〝

〝 N 2 2 ．7 2 ．1 0 ．9 8 5 ．7 〝

〝 2 ．3 1 ．7 0 ．6 5 2 ．8 〝

〝 F 4 2 ．5 2 ．2 0 ．7 3 ．3 〝

〝 G 2 2 ．2 2 ．1 0 ．6 8 2 ．5 〝

〝 C 4 2 ．3 3 1 ．9 1 0 ．6 1 2 ．6 〝

〝 M 9 2 ．6 3 1 ．9 3 1 ．0 2 5 ．0 〝

4 6 スク レイパ ー I 8 2 ．5 2 ．2 4 1 ．1 1 5 ．2 〝

4 7 〝 J 8 5 ．1 5 3 ．1 0 1 ．1 4 1 7 ．2 〝

4 8 〝 J 8 4 ．1 3 2 ．8 1 ．1 8 1 7 ．7 〝

4 9 〝 I 9 3 ．1 1 ．3 2 0 ．8 8 3 ．2 〝

〝 I l O 2 ．7 1 ．3 0 ．4 5 ・ 1 ．2 〝

〝 I l O 2 ．5 1 ．8 1 ．0 4 ．1 〝

〝 L 9 2 ．9 5 1 ．9 0 ．4 1 ．9 〝

〝 F 5 2 ．2 6 1 ．5 0 ．5 8 1 ．7 〝

〝 D 5 3 ．5 2 ．5 1 ．0 5 7 ．4 〝

〝 B 2 2 ．6 5 1 ．7 0 ．7 3 ．1 〝

〝 C 5 2 ．6 8 2 ．2 3 0 ．7 2 4 ．0 〝

〝 K 8 2 ．6 2 ．5 0 ．9 5 7 ．1 〝

〝 H l O 2 ．8 9 1 ．4 1 0 ．9 4 ．0 〝

〝 H l O 2 ．2 5 1 ．6 0 ．8 2 ．8 〝

〝 I 9 2 ．9 1 ．7 5 0 ．6 2 ．5 〝

〝 I 9 1 ．9 2 1 ．1 0 ．5 1 ．0 〝

〝 H 9 1 ．7 5 1 ．0 0 ．6 1 ．3 〝

〝 I l O 3 ．7 3 ．1 1 ．0 5 1 5 ．1 〝

〝 S 7 3 ．8 2 ．5 1 ．0 9 ．6 〝

〝 Ⅹ 1 0 3 ．8 1 ．5 0 ．7 5 5 ．6 〝

〝 H 8 3 ．2 2 1 ．6 3 0 ．9 1 4 ．6 〝

〝 K 8 2 ．6 8 1 ．8 0 ．5 2 ．8 〝

〝 I 8 3 ．0 2 ．4 0 ．9 5 ．5 〝

〝 I 9 2 ．7 2 ．4 0 ．5 2 ．5 〝

〝 K 9 4 ．0 2 ．4 0 ．8 5 8 ．8 － 〝

〝 L 8 3 ．4 2 ．4 0 ．9 6 ．1 〝

〝 L 9 3 ．4 2 ．8 5 0 ．9 5 6 ．0 〝

〝 K 9 3 ．9 5 2 ．0 0 ．7 9 5 ．2 〝

〝 J l O 2 ．9 8 2 ．9 4 0 ．7 ＿ 6 ．3 〝

〝 K 9 2 ．7 5 2 ．4 8 0 ．8 1 5 ．2 〝

〝 Ⅹ 1 0 2 ．5 5 1 ．6 0 ．6 2 3 ．1 〝

〝 G l O 2 ．4 5 1 ．8 5 0 ．6 7 2 ．3 〝

〝 Y 9 1 ．8 1 ．5 0 ．3 8 1 ．0 〝

〝 D 7 3 ．1 5 2 ．9 1 ．0 7 ．1 〝
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石器観察表（4）

番 号 器　 種 出 土 区 長 さ cm 幅　 cm 厚 さ 血 重 さ g 石　　 材 備　　　　　 考

ス クレイパ ー M 2 3 ．1 5 1 ．9 2 1 ．2 6 ．6 チ ャ ー ト

〝 I 7 3 ．8 2 ．0 8 0 ．7 6 ．1 〝

〝 E 2 2 ．6 1 ．5 5 0 ．4 1 ．9 〝

〝 B 4 3 ．7 2 ．2 1 ．0 7 ．6 〝

〝 I 8 3 ．0 1 ．8 0 ．7 5 3 ．2 〝

石器観察表（5）

番 号 器　 種 出 土 区 l 長 さ cm 幅　 cm 厚 さ 皿 重 さ g 石　　 材 備　　　　　 考

1 磨　　 石 G 5 1 1 ．2 8 ．2 5 4 ．7 5 9 8 砂　　 岩

2 〝 H 9 1 3 ．7 9 ．4 3 ．8 7 2 2 〝

3 〝 － 11 ．5 （6 ．8） （5 ．7 ） （46 2） 花 崗 岩

4 〝 L l O 7 ．8 6 ．9 5 4 ．7 5 3 8 4 砂　　 岩

5 〝 H 2 （1 3 ．4 ） （5 ．4 ） （5 ．9 ） （56 6） ′／

6 〝 E 3 1 0 ．1 5 8 ．0 4 ．9 5 1 3 〝

7 〝 G l O 1 2 ．4 7 ．1 4 ．2 5 5 1 4 花 崗 岩

8 〝 J 9 1 1 ．9 5 9 ．1 4 ．1 7 1 0 砂　　 岩

9 〝 I 3 （5 ．3 5） （7 ．4） （3 ．2 5） （15 6 ．1） 〝

10 〝 H 4 （6 ．5 ） （4 ．6） （4 ．5） （1 5 5） 〝

1 1 〝 K 8 ．3 （4 ．7） 4 ．6 5 （2 2 8） 花 崗 岩

12 敲　　 石 H 3 1 1 ．9 5 6 ．7 5 ．9 7 1 7 砂　　 岩

石器観察表（6）

番 号 器　 種 出 土 区 長 さ 皿 幅　 c m 厚 さ 皿 重 さ g 石　　 材 備　　　　 考

使 用 痕 3 号 土 壌 3 ．4 2 ．6 1 ．2 8 ．6 チ ャ ー ト

〝 3 ．9 5 2 ．9 5 0 ．9 5 1 2 ．9 〝

1 ス クレイパ ー 〝 5 ．2 3 ．3 1 ．0 5 2 0 ．4 〝

〝 3 ．4 3 ．2 5 1 ．3 1 4 ．0 〝

二 次 加 工 〝 3 ．6 5 3 ．1 0 ．9 5 1 1 ．8 〝

〝 2 ．6 2 ．2 0 ．8 4 ．7 〝 剥 片

〝 3 ．7 2 ．8 5 1 ．0 9 ．7 〝 剥 片

〝 3 ．1 2 ．7 0 ．7 5 5 ．6 〝

〝 3 ．0 2 ．5 0 ．7 4 ．2 〝 剥 片

〝 4 ．0 2 ．6 1 ．2 9 ．5 〝

〝 3 ．6 2 ．5 1 ．4 1 1 ．0 〝

〝 3 ．8 2 ．7 0 ．7 5 ．8 〝

ス クレイパ ー 〝 4 ．6 4 ．2 5 1 ．6 5 2 7 ．6 〝

〝 4 ．0 5 3 ．5 1 ．1 1 4 ．2 〝

〝 3 ．9 2 ．9 5 1 ．2 1 3 ．5 〝

〝 4 ．3 3 ．6 1 ．4 1 9 ．2 〝

〝 4 ．4 5 3 ．2 0 ．9 5 1 6 ．7 〝

二 次 加 工 〝 4 ．8 5 3 ．1 5 1 ．4 2 2 ．6 〝 挟 り

〝 4 ．2 5 3 ．1 0 ．8 5 1 4 ．9 〝

二 次 加 工 〝 3 ．9 2 ．4 0 ．9 7 ．9 〝

〝 3 ．0 2 ．7 5 0 ．8 5 7 ．1 〝

′′ 4 ．6 2 ．5 5 1 ．0 5 1 1 ．0 〝

〝 3 ．5 2 ．5 0 ．9 5 8 ．7 〝 剥 片

〝 3 ．4 2 ．5 5 1 ．1 5 9 ．0 〝

〝 2 ．8 2 ．3 0 ．8 4 ．5 〝

〝 4 ．．9 3 ．6 1 ．5 1 9 ．0 〝

〝 3 ．．7 2 ．4 1 ．1 5 8 ．8 〝

〝 3 ．6 5 2 ．9 5 0 ．5 5 5 ．6 〝

〝 4 ．1 5 3 ．4 5 1 ．0 5 1 3 ．7 〝

使 用 痕 〝 3 ．5 2 ．0 0 ．9 8 5 ．3 〝 剥 片
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石器観察表（7）

番 号 器　 種 出 土 区 長 さ cm 幅　 皿 厚 さ 皿 重 さ g 石　　 材 備　　　　　 考

3 号 土 壌 4 ．4 2 ．7 5 0 ．8 9 ．7 チ ャ ー ト

〝 2 ．6 2 ．4 5 0 ．9 5 ．7 〝

使 用 痕 〝 3 ．1 2 ．3 9 1 ．0 7 ．1 〝 剥 片

〝 3 ．3 2 ．5 5 0 ．9 0 ．7 〝

〝 4 ．2 5 3 ．4 1 ．7 1 8 ．7 〝

〝 3 ．7 5 2 ．8 1 ．5 5 1 4 ．6 〝

ス クレイパ ー 〝 4 ．0 3 ．1 1 ．5 1 6 ．4 〝

〝 4 ．6 3 ．0 5 1 ．9 2 4 ．8 〝

二 次 加 工 〝 5 ．3 3 ．1 8 1 ．5 6 2 6 ．9 〝

〝 4 ．7 2 ．9 1 ．3 1 8 ．0 〝

〝 4 ．7 2 ．8 1 ．1 1 4 ．5 〝

〝 3 ．5 2 ．9 1 ．1 9 ．5 〝

二 次 加 工 〝 3 ．3 2 ．9 5 1 ．0 5 1 2 ．4 〝

使 用 痕 〝 3 ．6 2 ．5 1 ．2 5 7 ．5 〝

〝 3 ．5 5 2 ．2 0 ．8 7 ．6 〝

〝 3 ．8 5 2 ．3 0 ．8 6 ．8 〝

〝 4 ．5 3 ．6 1 ．2 2 2 ．0 〝

二 次 加 工 〝 4 ．8 2 ．8 5 0 ．9 5 1 2 ．7 〝

スク レイパー 〝 2 ．9 5 2 ．4 5 0 ．6 8 4 ．3 〝 剥 片

〝 4 ．5 3 ．1 5 1 ．2 1 8 ．2 〝

使 用 痕 〝 5 ．4 5 2 ．5 1 ．1 5 1 4 ．8 〝

〝 3 ．1 5 2 ．3 0 ．6 3 ．7 〝 剥 片

〝 3 ．4 3 ．2 1 ．1 5 9 ．3 〝

〝 3 ．5 5 2 ．7 0 ．7 8 ．8 〝

〝 4 ．1 3 ．8 1 ．1 1 6 ．4 〝

〝 3 ．9 2 ．6 1 ．4 1 5 ．3 〝

〝 3 ．6 8 3 ．0 1 ．3 1 3 ．4 〝

〝 4 ．4 2 ．4 1 ．0 1 1 ．5 〝

〝 3 ．1 2 ．3 1 ．3 5 9 ．5 〝

〝 4 ．1 2 ．7 0 ．6 8 1 2 ．4 〝

〝 4 ．6 8 2 ．1 0 ．9 1 2 ．7 〝

〝 4 ．6 5 3 ．7 1 ．0 1 4 ．7 〝

二 次 加 工 〝 4 ．1 2 ．4 5 0 ．8 5 8 ．1 〝 剥 片

〝 3 ．2 3 ．0 5 0 ．5 6 ．2 〝

使 用 痕 〝 3 ．5 2 ．2 0 ．6 5 4 ．0 〝 剥 片

〝 3 ．0 2 ．6 5 0 ．7 6 ．4 〝 剥 片

〝 3 ．7 5 2 ．5 ．0 ．4 5 7 ．3 〝

〝 4 ．0 5 2 ．6 8 0 ．9 9 1 2 ．5 〝

使 用 痕 〝 3 ．0 2 ．5 0 ．7 4 ．0 〝 剥 片

使 用 痕 〝 3 ．9 9 2 ．2 1 0 ．7 6 ．4 〝 剥 片

〝 1 ．6 2 4 ．1 1 ．1 2 1 ．7 〝

〝 3 ．9 3 ．3 5 1 ．5 5 1 3 ，1 〝

使 用 痕 〝 4 ．0 3 ．0 1 ．2 1 1 ．7 〝

〝 3 ．4 2 ．5 0 ．9 5 8 ．2 〝

使 用 痕 〝 3 ．2 6 2 ．5 2 1 ．0 5 7 ．1 〝

〝 3 ．9 5 3 ．3 5 1 ．0 2 1 1 ．7 〝

〝 3 ．4 6 2 ．8 1 ．0 9 ．0 〝

〝 4 ．2 2 ．8 1 ．4 5 1 5 ．2 〝

〝 3 ．7 3 ．3 1 ．0 1 3 ．7 〝

二 次 加 工 〝 3 ．9 1 ．9 1 ．1 7 ．8 〝

〝 4 ．4 2 ．5 0 ．9 1 1 ．9 〝

5 使 用 痕 〝 3 ．0 2 ．0 0 ．5 9 3 ．2 〝

〝 3 ．2 2 ．2 5 0 ．4 4 ．0 〝

〝 3 ．6 2 ．2 0 ．4 9 3 ．2 〝
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石器観察表（8）

番 号 器　 種 出 土 区 長 さ cm 幅　 皿 厚 さ cm 重 さ g 石　　 材 備　　　　　 考

3 号 土 壌 4 ．2 8 3 ．3 0 ．6 5 1 2 ．5 チ ャ ー ト

〝 3 ．2 2 ．5 5 0 ．9 5 ．8 〝 剥 片

使 用 痕 〝 3 ．7 3 ．0 0 ．8 7 ．7 〝

4 使 用 痕 〝 4 ．8 2 ．6 9 0 ．9 1 1 ．6 〝

使 用 痕 〝 4 ．3 5 3 ．5 1 ．0 5 1 3 ．6 〝

〝 3 ．8 2 ．8 1 ．1 1 0 ．9 〝

〝 3 ．1 5 2 ．3 5 0 ．9 6 ．3 〝

〝 3 ．6 8 2 ．8 0 ．9 5 6 ．0 〝

使 用 痕 〝 3 ．5 2 ．9 1 ．2 9 ．7 〝

〝 3 ．2 2 ．8 0 ．9 5 7 ．3 〝

〝 3 ．9 3 ．2 1 ．3 1 4 ．7 〝

〝 4 ．1 2 ．3 0 ．9 8 ．8 〝

ス ク レイパ ー 〝 3 ．9 5 2 ．9 1 ．4 5 1 3 ．3 〝

〝 3 ．8 2 ．6 0 ．8 8 ．8 〝

使 用 痕 〝 4 ．6 8 2 ．9 1 ．1 1 3 ．5 〝 剥 片

〝 3 ．0 5 2 ．1 5 0 ．8 5 ．4 ′′

〝 3 ．6 2 ．8 5 0 ．8 1 0 ．3 〝

〝 4 ．1 3 ．1 1 ．1 9 ．1 〝

〝 3 ．6 5 2 ．7 5 1 ．2 1 1 ．6 〝

〝 4 ．0 3 ．8 1 ．8 2 0 ．5 〝

二 次 加 工 〝 4 ．1 5 3 ．1 5 1 ．4 1 7 ．1 〝

〝 4 ．2 5 2 ．8 5 0 ．9 1 2 ．1 〝

〝 2 ．6 8 1 ．4 0 ．7 8 2 ．2 〝

〝 4 ．7 2 3 ．0 1 ．4 1 9 ．3 〝

二 次 加 工 〝 3 ．2 1 3 ．2 1 ．0 1 0 ．5 〝

使 用 痕 〝 2 ．8 2 ．1 8 0 ．5 2 ．9 〝 剥 片

〝 5 ．1 5 3 ．4 1 ．2 2 7 ．2 〝

〝 3 ．4 2 ．6 0 ．6 5 ．2 〝 剥 片

〝 4 ．1 3 ．3 1 ．0 1 4 ．1 〝

〝 3 ．0 2 ．7 0 ．6 5 ．8 〝

〝 4 ．0 3 ．0 1 ．2 5 1 5 ．2 〝

〝 3 ．5 8 2 ．5 9 0 ．5 4 ．6 〝 剥 片

〝 2 ．9 2 ．4 0 ．9 7 ．0 〝

〝 5 ．2 3 ．6 1 ．8 3 0 ．3 〝

6 使 用 痕 〝 4 ．2 8 2 ．5 5 1 ．2 5 1 6 ．2 〝

〝 3 ．9 3 2 ．9 0 ．7 6 7 ．8 〝

〝 3 ．5 2 ．9 5 0 ．9 8 ．2 〝

〝 3 ．7 2 ．9 1 ．0 9 1 0 ．8 〝

ス ク レイパ ー 〝 4 ．3 2 ．8 0 ．9 9 1 2 ．4 〝

〝 3 ．0 6 2 ．3 5 0 ．6 5 5 ．4 〝 剥 片

〝 3 ．2 3 ．0 0 ．9 9 ．0 〝

〝 4 ．3 3 ．2 7 0 ．9 5 1 5 ．0 〝

〝 4 ．8 5 3 ．0 1 ．4 1 9 ．8 〝

〝 3 ．4 2 2 ．7 2 1 °．2 9 1 1 ．1 〝

〝 3 ．9 9 2 ．6 1 0 ．9 5 9 ．8 〝

〝 3 ．8 2 ．2 1 ．0 8 ．9 〝

〝 3 ．4 2 ．7 1 ．0 5 1 1 ．1 〝

〝 4 ．2 2 ．8 5 1 ．3 8 1 6 ．5 〝

〝 3 ．4 5 2 ．2 5 1 ．1 5 6 ．8 〝

〝 3 ．2 5 2 ．3 0 ．9 5 8 ．5 〝

〝 4 ．1 3 ．3 5 1 ．2 2 1 6 ．0 〝

〝 4 ．0 2 ．4 1 ．2 8 1 0 ．8 〝

〝 3 ．4 2 ．9 1 ．0 8 ．0 〝

〝 3 ．8 9 3 ．0 5 1 ．1 ・1 4 ．7 〝
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石器観察表（9）

番 号 器　 種 出 土 区 長 さ 皿 幅　 皿 厚 さ cm 重 さ g 石　　 材 ． 備　　　　　 考

3 号 土 壌 3 ．5 3 ．4 1 ．3 1 3 ．5 チ ャ ー ト

〝 4 ．1 3 ．4 1 ．3 1 6 ．3 〝

〝 3 ．8 5 2 ．7 0 ．9 5 9 ．4 〝

〝 3 ．5 3 ．2 8 1 ．2 1 1 ．9 〝

〝 3 ．8 5 2 ．4 1 ．2 1 3 ．8 〝

スク レイパー 〝 3 ．6 8 3 ．2 1 ．3 5 1 5 ．2 〝

〝 3 ．9 8 2 ．4 8 0 ．7 6 ．4 〝 剥 片

〝 3 ．8 2 ．9 0 ．9 8 8 ．8 〝 剥 片

〝 4 ．0 3 ．8 1 ．6 2 1 ．8 〝

3 スク レイパ ー 〝 3 ．4 5 2 ．9 5 0 ．6 5 5 ．3 〝 剥 片

〝 3 ．6 2 ．4 5 1 ．4 8 ．1 〝

〝 3 ．5 8 2 ．3 7 0 ．7 6 ．7 〝 剥 片

〝 3 ．9 3 ．3 1 ．2 1 4 ．9 〝 剥 片

2 ス クレイパ ー 〝 4 ．7 9 3 ．5 5 1 ．0 1 5 ．2 〝

〝 3 ．4 3 ．2 0 ．9 9 7 ．9 〝 剥 片

〝 3 ．8 3 2 ．8 5 1 ．1 1 1 ．2 〝

〝 3 ．8 3 ．5 1 ．0 9 ．4 〝

〝 3 ．7 5 2 ．5 9 1 ．2 2 1 0 ．7 〝

石器観察表（10）

番 号 器　 種 出 土 区 長 さ cm 幅　 皿 厚 さ c m 重 さ g 石　　 材 備　　　　　 考

剥　　 片 E － 3 4 ．1 6 3 ．6 6 1 ．3 1 9 ．8 チ ャ ー ト

〝 ′／ 3 ．9 9 2 ．7 6 1 ．2 4 1 3 ．0 〝

〝 〝 4 ．2 4 ．1 2 0 ．9 1 4 ．7 〝

〝 〝 4 ．9 4 3 ．0 1 ．1 1 7 ．5 〝

〝 ′′ 4 ．1 3 ．4 2 1 ．1 2 1 7 ．8 〝

〝 〝 3 ．6 6 3 ．2 2 1 ．1 1 2 ．5 〝

〝 〝 3 ．8 2 3 ．5 8 1 ．3 6 1 9 ．1 〝

〝 〟 4 ．4 6 3 ．1 8 1 ．1 1 4 ．9 ′／

〝 〝 3 ．6 0 2 ．9 2 0 ．8 7 5 ．2 〝

〝 〝 4 ．1 4 3 ．0 5 1 ．0 1 1 ．1 〝

〝 〝 3 ．7 9 2 ．4 9 0 ．9 9 7 ．1 〝

〝 〝 5 ．1 1 ・ 3 ．9 1 1 ．0 1 7 ．8 〝

〝 〝 3 ．6 2 3 ．4 0 ．9 9 1 1 ．7 〝

〝 ． 〝 4 ．8 8 2 ．3 0 ．8 6 8 ．1 〝

〝 〝 4 ．9 2 2 ．6 4 0 ．3 9 6 ．1 〝

〝 〝 4 ．2 4 3 ．5 2 1 ．2 4 1 7 ．8 〝

〝 〝 3 ．7 8 2 ．3 8 0 ．8 3 5 ．9 〝

〝 〝 4 ．1 2 3 ．1 2 1 ．1 9 1 5 ．3 〝

〝 〝 4 ．0 9 3 ．4 6 1 ．1 7 1 6 ．0 〝

〝 〝 4 ．2 6 3 ．0 2 0 ．7 2 7 ．4 〝

′／ 〝 3 ．2 3 ．4 2 0 ．8 6 7 ．5 〝
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第I文化層石器出土状況

第Ⅱ文化層礫群 第Ⅱ文化層礫群

第Ⅱ文化層礫群
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遺跡遠景（北よの

縄文時代早期遺構・遺物検出状況
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第I文化層（流紋岩・砂岩）

第I文化層（チャート）
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第I文化層（水晶）

第I文化層（水晶）
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